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晩近批麻子油の需変頓に増加 し國隆自給の応

性に順應 して本島に於て蕗麻作の機迎む然ごして

，、iしり。然るに之が栽培管理の規範ごし純消的生

の指針ごなすに足ろ べき文獣は殆こゞ見る ｀ c.: 

のなし。 1)')で氾；｝芯業祁に於ては従来之が栽培に1i卜l

し幾多の）＆礎的ぶ唸を施行し外けれるを以て、女玄(―

夫等の試馬合成紺ii取fl悶め l1之に1i卜lする 1入］外在料Iピ

併せ報告ありたるを以て之を上梓し辿 ＜i府市行

の参芳に行せん 一亀
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如 ；t閲；よlll野r-11ら屯に箆麻の野士を見何人も｝し栽培適ii也た乙を想ふので

あるが．過幻こ於て企てられた多 くの試作は椋て条1．消勒こイ濯冴に終つてゐ
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と、他の力本島店某糾監応竹くシ角il',)lk態にH佼して、作物の種頂、'h'ifi:

式、§釈名）楳雑化fe'炭求するに到つた総［あるし父性て足等の也勢，こ,....

てゐtこ常J~業部の位減に削する基礎的叫頃負円究が技術的應Ill の域，こ 1匁枷，L}氏

心こ：：：も即麻栽培り）確匠性を認謡せしV)、火で，こ1.J‘ffr産業：： して：本島の必

糾はに似込むこミがりら確認に達したか~.J （あが斯新府・；染の町ば丘にして

安定せる狙逹いり］すべきであるが、Jよれは;11J切なる指祁によ勺nrーク）選t'・l'’‘
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}J • }ミ々に内外虻啄栽培に削係する行料を併せ記辿して」t朋f・ミなし船り

せんミするもり）であが必すや岱中 Kの指ii•たるべきもしノミ信する
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アラ ピ '1, Kernn, Kerrn.1, (̀h:ITIじ＼

,n 領カレベ 1• Krapatte 

ンナール ‘入 r.ammITl)II 

ポル 1・リコ I Iig11rratヽ・

フ ーフジ Iし l`’ igし1P r i :I 心inl't •r t w, (!:1r1 :qwieir:i, ~1 :•111ヽ 9I t :I

種 f•に対しては別名冊 ））あたへ う れたら l-Iり合があり、ilh に1/,1 しては Iが英名

知 l(Iroi l，獨逸名l{;c i n11•ol 父は K; l ヽt, rol,以前は (hris,pnIm61 ミ呼ばれ、 1し

如 Ii出にては J：某IIIり）ものにかしh ストルi1l1、閃雙II，：対 しリ rfi illで取倣

はれ、党III名は'IIil], ー t れはt諒は (• iIII ()'PIlm Ririm, S('nwn R i(•i ni)と研はれ

て居る、

I ¥. 物界的特性

とu：よ人｛戊科にl凸し、 \. T),• （!in l,Jll≪iり） I＇mlr(Illl’n 18t,0 it 1こEn:;lerり）

Pt'hnzじnl‘pirlt, 1 1. 68 (19l0) に於ける l 'a~. Ihllinann等のな見によれ

Hil'inuヽ mmmtIniqT、・ミして取扱はれて居る。 諸積形態のものセ

否やは栢物限文猷 r．専
門匁行())''"i義記であるが． ！f人はしばらく 現代Hi物分類限り） 保・・I,- J<~n~l t: r 0) 

杵迅1こ陳ら It:妥＇料iミ信する 。g1)ら固，店じ絞セ；序し、これに二三の補,E/,t'払、... 

れば次の如 くてある

Hic・inu 

花は雌雄一＇米、 無化披にして 化托を訣く 、雄花にては応はほ状に拉ひ3-•一

裂．雌」な多数にして）虻々 ]000，こ逹す。花絲は楳，I｝畠ク．約室は分障 しffi々 球形

をなして花絲ク）各分dl11一．にi渭：． し樅、こ裂開すJイ、完全子h}は之を訣 ＜っ雌花

にては砂5)|、11{,I人に拉ひ早浴性、 (・)月：3宅にして角＇汲り 、花ti:3そのぶ部
僅力‘，こ民合し先嬬部各II2分裂、表I面に乳頭臥突起を牝沖．し内面赤色父は；；t

？色を呈すっ胚珠は各’程にfl？牛、サ月は 3裂しム涌i刺を1iせども偶々之を～‘

{fは情かにして小なる豆ikを混 I.;多少品iiヽ及麗なる斑紋斑貼を打す、 r・ 

莞は濱 ＜扁平なりC.

印I:、楯状に柄を打 し常ik、5ー 11に分裂、各

基邪1こ蜜腺．を価ふJ

＂仇：性、化序は腹峨IR花序、こ して殷牛、雄1£下部に雌花 lー．部に1t牛すッ位は

とミilが1；す、 小花梗には 2枚の小位If{i 
,...  

l tir i nuヽ (• (911 111J 1 1 111 ヽ L.

伶木AKミなりi心jさ約1..1111, ilut4'}地Jiにては 1年ti-.比：●：iさ 2・8111父はそれじ，

ドな hc 

li在はりi~I: 、 1成底剥't物»f被 （） 、 ＇符紫色 又は 村色 、 赤色セ 浪 し ． 比校（y．)脆 1’;

5
 

阻．g状 IE序はかi：● ｀ 基祁 ょ（） 化／がt•し 位 （よf氏 芝 角形 、 脱行、多 少凋治:it

・勺。雄花 ））砂l卜は三角形卵形．鋭項，こして無t、雌化は無で、絣ょ ．1i1.I.0) 

溝｝、（） 。 栢(·ばlヽ形かぶ｝冷昴し 、 ！Jt砕し易き環なる斑紋叫｝i砂 よる k•

几る種皮に包よる lい、• 3 拉に色彩は頗る皮化に祁み 、 長 9 -20n1 111，船

;―15mm, g/,1.5-!lmm,}瓜々灰鉗色J)地色に昭烹儀色の斑紋あり 、或は対褐

色に赤困色のfr激あ る唸往々のtll逹あり 形状は卵形）り上•

叫叩診 l而稲I:tn．ー地は廣闘にして他噛は 2裂して分障 し品ぎ白色又

灰色を惜せる種術 (nfじ々以て仏：よる ，とより ド方に1;I]つて晒黙に逹する柱

統ありJ

分類索り1

A) 祁，よ球1}ヽ 艮20 2J:um, li r• 長 15-]7mm

） 花序ば Kヨくビラ iッド］杉／9 屯す．．．，．．．．var.m 

...................................... f. rutilon、Mi.ill.
1） 牧t紺物、 多少平沿、 イlは行物 ・・・ 一 •-........ - ••…...... f. pruino..u-, Mi.ill. 

b) 蒟はi且胞J)祇線を除きては可

h) {tlfの果‘村梢々罰牛にして桂臥を室
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a) 胡は密に刺セイi―遍 ．．． . •··· ·•····............. ヽ a r. ru{(o.~us'.\lul l. 

l) 僻‘K色父は利濡甜色 、 往f• し）斑紋＇｝粒辿 ……．．．． f． 1 tlum(』anll5 .\l ull.

！） 種（•地色黙坊色、 ＇：りt'l 色の II ヽ斑砧をイi .. .................. . ..... . .

............................................... f. purp11rasrrn~ (11{,rtol) :¥liill. 

l，) 蒟（よ無刺． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．rnr.iner111ic; (.Jncq.) J>:ix et K. IlヽIH I I I. 

B) ふiiは多少球9f多、長 1i}-18nIIII，利（・長11-)2111m

;I) 西iはK巾I)ij;,イJt 
0) ,l紅刊色

1) 無峨t＇［物 、t卜叫深 く2ilしす ．．．，．．．．．．．．．．．... var. Ii、hlll8(J II(•q.).9 ! ii ll • 

I) 11蝋ti4勿、tl：頭斑く 2 分岐す~．．．．．．．．．．．．．． ヽ ar. 11rmatu~ (¥11dr.) ~Cii\l, 

） 倹條色、イ1磁ti物 ，．．．．...…・ • ・ • ,....., ¥Ur. IPuQrpuヽ (lkn IIl.).、Juli.

h) ぷ月はと少知きµtj~ 11 

1) 砲紫色、無磁酌勿 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．a．......ww.h:uliu q (lhi(:hll.) ¥l ull・ 

l') 故挽色

l) 1 i点ti物・...・，．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．.....................、・ar.1,t •ng11cler~i" ~lull. 

I) 無磁'i＇［物

1) 雄化0)曲は設叫 ・ ・・・•.......... ... ... var. 1:ヤi chenh:lr1llanuヽ ~ lu ll.

2) 雄花の，府は多少扁平鈍頭 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＼ar.awbl.、oc-alyx ~Hi ll. 

） 蒟9よ無れI] •· •·..... • •.. .. •.................... .... ......... var. ltra~i l i en~ 'B 、ヽ Ih1 1. 

）` 絣は長 1:i 150101. n(• 長 1()mm

‘') 1£! fは果‘改密'I.、幼は短刺を11}'" •···········"ar . a !'ri,,, U111~ (Will,[.) ~l ull. 

/1) 堆紫色`h蛾it拗 ．．．．．．．．．．．.......................... !'. F<'aher()k>rtol.) :¥lull. 

II) 堕枠色、慨ね蛾11物を訣＜ ．．．．．......ー・ •••…•.......... f. whviri<li、 MIlll.

) 1tl'fは果'fffl l'I=、幼、よ多少密に長刺11()・・・・・・・・・・.... var. gl•n11 i n11s ;¥!till. 

iI) 故糾明なる紫色、イ浪如＇（或は多少 h琺釦勿 ••…f. nythrnrl:¥(I皿 ．ヽHill.

り 故↑｝紫色、汗しくイ占iti物・．．．．．．．．．．．．．．f．gl↓911tlい（llot1inan11s咄g),¥lull.

．） 故象、紅色父は~，出し色、無熾t'i物 ....................•…f. lum•r(9phyllu ヽ ~lull.

n) 莉は＼， B,0 より小 、 長約 10mm, 権（• ほ 6ー8mIIl

n) 1Ertiよ］し't[fll4: ................................ Hlr. RI ~('f]ianus !¥［ヽ；1 1. 

む化序は細艮、穂lkt限す ，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． aヽr.l ulrcV‘arpu Q Mul l. 

n) 絣！3イ！刺

f ) '抱紫化、無咀t'i物 ・•................................ 「. !l uhpu q ur:'邸 CIls ¥ I ii l l. 

I) l砕色、｛滋＇ti物

1) 蒟（：神；l -ー巾llあ() ............................... 1. l,yl ricl11s (fk'S,.) 1¥11111. 

2) 栴ふ1、IUこ中ljあ り、i}:Jぶ各己hluり）iirn・に．‘i-5木宛 ・・・
..... ...」...................................................,1. 1 1 1 tf≫ rI I I ¥" l l ù ¥ lii l l. 

3） 苅 ；3 蜆こ l•iiあり、 rFl) は各iii咆り）村）ヤに 5-(; •本宛 ・・・••-.. • 

....... . ......... 」 •1. 1. grilCI l日ヽru l l. 

I) 

I) 俎條色、 1l 姐t'i物 」·…••

....................................... f. nlil(:wanthu→Mill. 

） 船？色、 h逍ti物、 i.iiに神；！こlitJあ().. . . t'. ,・iricli" (¥¥'il11l..I ・ヽJull.

b) iiiは無刺

1) 抱杓色．h蛾t＇［物・・・・・・・ ， ● ●，．．． ．．．．．．． ．．．．．．．← I`• じl ’はla 1, l' ll'- ヽ l ull. 

................. f. J:,"ヽì  (I‘r.) } I il ll. 

I) ~{く合〖色、無捻lit物 ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． f． 9lt‘9ludalu s } I iil 1. 

．） 虻り）裂片は波月1• 々I

F) 

.....................、ar.undulatu-, (]ksヽ． Hヽill. 

.̀n r. pp内i(9U9(]lu rm.) Miill. 

而して限f4:.h(if勿ヤ取扱ヽ 紅．KI..hli物取上の分fi匂り以て、伐培作物こして0

品ft介伯に一致»ど~~ t'ドはれ際 l:flllki湘危’lトミぷはねはク、らな V‘。父こえLら

沖•'(' ii'-じ） 1：)) 介顆居礎が果して 1じ閣なりやが＇）も疑 I：り と す ぺきて あって、

一例をあぐれ；培i0)til斑粒J).k.小り）Qnきはn絵に沼すれ（訊々穫時期、栽培
法守＼こよ ；） III成9)0)髪化≫ビ米し、決 して一‘1との IJ式をぷさな¥‘ものである。

これ'rl:'i加＇lり見地か ら抱虻色、俎行物の11無多少‘、し・帷lj(;)1 j無、競に利f•O

k,lヽ和1I、tt徽色澤0)4昨1、J,'1免熱性‘!iを名；：合t亀i‘.tkh(I I勿限分1』Ji式セ岳

照し、以―しfi:r1Jf:).(Iりか項法Hitり：「るll,1が必＇及てある ul且某部に於ては荘北

9,it人用店凡裕1汁1行わ研究宅ミ協 l)研究り） もこ`に、従来店 ＇侶部滋集品往印1文、
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爪畦、 東ポ拉にff成柱吼汐人間メ(J) 4 種の外 、 外國f!t; 20種、 i俎洲公 1：出農 ·1 ~ ,よ

~136種訊これに島内ぷ北州 9' 新竹州 4, 4中州20, 咲南

•J'l•i U, I貨雄州11 ' 化池池~ 1 , ．屯輝 ~3, 即麟 1 ，掛地11, i169箇所より

4:fiセ滋集し、この内lf多Itiを異にせりミ、思はる、も の杓・3種を選ぴ、11I勺と

等約41札につきJし）紗t'{hnfnlご分類につき研究中である 3

． 種子の構造 ご成’刀

H f•形態

分して分離し易き1.1色又は）火色砂i．せるf社1fii(LIit• を袖ふッ 枡皮は4淵iii!i 1.I

frj)fクをば．せる・3}汁の細胞ltrより 1戊り、第一片は外股ィ渇lllIIに）＇｝：化せる必 lk、

ilJfi汁ぶ£柑航片で、 第三片（ふt1，脱 ~llll~k細胞 ・（）＇』J． 2()µ, 軒,i l2 2()μ, ;j, 

1几lh+はi屯 せる l'』i即 1冊 1人細胞でJ'i• 2l)0µ，恥i 8 15μ てある u じli’．打廿は帖＇合

して）加r1皮牧t li · ヽ） 、 第 1i HOII り勺f屯）えなる必' (:1 色の皮校と離れ幼 い。 f~. ,u

はI;1：：：町．屯（しては在珈こ：I、IJ離し、 ご'.1)1勺I！！に1．1色］）肉筍ilJ分に,;,;む）If乳(!llt, 

種f•の l・要部fど城し 、 胚乳紐砥中には 2 枚う） Iし1，• くして£中｝くなる ．f〗[こ小な る

幼恨ミよりなる）｝tん扶んでゐる。

l}崩から成立ち、共針IIll包収I叩多 ht0)ill訟j：： 因杓の糊粉

粒こを含むJ糾筋粒は長さ約20μ,J＆卵J杉、その内部に人な る稜形の抵f'l'f1・

粘晶を打 し、傍，こ 1)り至数箇1J）所謂グロホイドを附{iする。クロポ 1ドは恐

らくは燐酸ミ石灰、苫1・.o)帖合ビるせ0)ミ思はれるJ

製iilll紅にして種皮所謂姓ミ胚乳部所，,!'I仁ミの比は屯娑視ざる、 臥て、 こ

片氏によれば20-30岳I•70-80 ミなし 、 ［4 .人小数種により次の 如 き先煤＂と見 / I',

l • そr})一端，―． 2

して居る。

ti粒冗 ， 奴 f..:: 1位刃仁比
l 

“ 
g k 

り“0• 6.6 )5.4 37 70 

小 拉 18 4. 5 1 3. 5 25: 75 

Ub)氏'loh1lc等によれば印度ぶ地J」産flf、につき次の如き桔果セ示して居

る．、

マト． 、クス

,/;ン ベイ

＂^ 
ー 央 州， 

一賣T、こ人粒のもり）種皮の割合小にして良ti：：ど、ヽ うれて居らづ

ぶに認柄ff(•の収分：む廂地、柑類位に栽培；t.'~;しより ！匁 ．）＇しあり “ 介片行り11

G'Fl¥'Ury 

I’. (』'ulli9'r

.、 r lKI(~li er

99'l'igm.mn 
I‘ehr 

州

1:(%) 汲(,%)

公．9-33.3

24.0 34.9 

26,3 39.6 

・:a;.1 3t’・

一
↑

＂
ッ

[

、ー

イクリー辿

イソト荏

全

に

外

令

L
外

t

,l
i

v,l
し

”
c
 

ー

＇ ．
 
k
 
c
 

k
 
ー，
 

ー．
 ＂＂ ー

ー

，
 

改

子

双

含油

全種 r・

ここれらの内容に糾しては従来多くの‘』;..

1... 

56.2 71. 1 9.0-::¥H.:l 

55.2—7 1.tll6.o-45. 

til.9 6,Q,5 16.7—5Q,り

屈．4 t,9.5 12.8-tn." 

11.18 20. 2l(:| 46.60 
5. ¥ 9:i, 1 i.代1 :i. IO 

4.4u :i.7P( 祁．9f） 16.4(l(! } :!5.501 2. [』(l

｝ :!0.60 恥．62 15 95 15.95 2.ft.¥ 

7.26 19.26 55.3-5 14-.85 1 4. 9 5 a. 4(I 

9.4ti 15.HO 51.3b 5.07 I ̀.5 1 :l. I 0 

'.46 ]fl.24 66.03 2.Ul ?.47 !?.8り

i,46 5.7U 3.22 9.15 71,10 4.28 

17. 13 46.tlf> l'.!.61 14.9!l 2.7:{ 

4.01 0.70 2.:!4 

32.!13 4ゞ．69 3.bり

l.72 48.74 27.!l8 7.81 

る0)であるが、今

Wじh111er )) ~ ~~:を粽合する 1: 、 ＇苓↓；物fi中には ・ばfl収こして、アル プし ン ．

グロプチン、ニュクレオアルJ‘しン．グリコフ ロテン、プロテ,1・セン．リ

ン(Ricin)等、アルカロ 1ド：：：してリチニン (Ricini11)等んなも‘ッリチニン
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は品ヤ1.,こしてfり）必1八こ 0.1'l0(,, llfi乳中 には 0.()'祝含ハ 、（，＇，i虻中 に も 1.~17 °~. 

含イiして居知

ufl'濱 リチンはJI:1fiなる｛ふして｝つて、ヤJ)め Hoh•1·t, Stillmark'tiにより

見り）瑞比を，1]らtL、後 TI19)"皿，0`IのIlle. I.lpay,、lt1,l¥Ien,1el、Iヽ．1akJ farr i~ "!i 0) 

人ん、こよ 9)詳細の研究が行はれた。これかは11IIIはたつ呼吸l1湘杯F滋／ヤ来し

[ri)間に即R系玲々佼すり）であつて、成人1'、t:tO.18 g l'.lIl t,4：托（約 6t｛心以

て投．々［tどしむるに［らとさ il、(̀911119’ヽi11e,によtI（よ 生i-l kと名なt2.0 _, 'l'. 

2.5, ti：牛、 A¥）＇・；．8,豚 ‘訊 ）； • ;．6, 雄灼、 ll[}40.l) 1て致ク［ ビしも、：：云ふ）こiし

に対 l、Elirli11は仙切llt,¥による免疫il沼,ft見 lて1けが設閣1Illは他携

こては分解せす、水にて灼弗 1tIげii1ik_ ~,· ・.・.. I」＿ょ、． o＞ヽ

，J...灰が11に（;;Tl,.. 11,、(ffI・・）

ーり
'

L

、
．
．
 

ー 1 7.(I 

11.:-ll 

.;, 

)0.59 

7.:{:{ 

化

5.G;, 

O.~り

,.OJ 

2.21 

O.'.!!l 

， 
政rぶ成分以’外に尚醇Jg)多叩
こよてしはノ ロテアーセ、テア人

ふビ含むもの

ク 3ヽ
ー，：

）つて．同じ

枷心
r.
t‘ 
r,J
 

lP.fi! 

¥¥'<'l11wr 

ーセ、リ，、・ーセ、ラJエンf-L．`  イン Iヽ

ーセ、マル クーセ、アiク＇ぅ ーセ "1r-I!!あける1豆が出

而して更＇炭 91父分たる脚II;は既にAil渇せる 如く命旭品「も栽培i認、こよつ

9
―
 

合：i：紅 てあるが．慨行して全莉（ ，こ対し均-i,)．ーメ）路，｛ ．，こ生．iしを加5嘉

l認を含むのであ和 l．丈的にはこり）令部をり曲 しiりすifl中に一部 長ピ

てlF氏iキ，こよればia1粕成分 ミして次＆：れあじて居るし

水 分 棋虻．白 i脂肋

9.85 

] 0.3 

:14.0() 

20.H 

;.37 

f• 
6.% 

．？．ぅ

l5.2i 
_
 

4

,

'

 

•
4NN 

が
牝

．

Q
~

4
.
L
2

4

 

i
モ
出
照
抽 分

I 5.(UI 

10.50 

. 5 f 

＇^，こilbり）It1.. は公ふ

Grunwal,J守によれ

苅がのilll酸、Jは他少B苑0)

、クリセ ・)ン棧隙及不蛉化物・:r

！磁(•ill '))物珊化取(9,1t .\性 J)111米する木開であるJ

● 、•、 (iIlJは科叫lIll て 、 lmli、 エーテルには容易に溶解tる I¥{iill電 9：：・

チン、{iiIllエーf)し:ffには殆と イ、（沿i'なる1.}性を衣几柏物脂illl111 Ii.ふ：●：P)比

＝と粘1貶/,e11し、父1,i:':i())アヒ・fル阻If!1iする 凝枯l四低く 、JI火訊:・:;き］I'

訓 J)t．打改 ....ある 今、 III中、 女il如氏守り）褐ける一般i1}|kをふとぶー大の叩

くてある

比宙 (I:;.o、,

屈折序； （15°(b 

令

沃

アセf-I叶；

でもなく 脂肋陪ク・リセリ ー ド

人部分卯ら約

灰分

芍度（エ ソグ ラ一 度•J0°C)

引火．＇h(クリープうソト甘放式）

凝固酔i

劣はリチ I - )し

4キシl'プアリン 、リノー ル

含むものである

0.9591 -0.973り

J.47. 

1.0-3.5 

183-}Sti 

1 ％以 r

3—! 

148ー154

.015％以 I‘

130ー140（芸贔協讐 13U],・
0°F以卜

-1 18 (‘ 

純作J)，由は令く無色てあるか「:t、IllillJは秘凶色ね！

— . l i lIJ杉；て改味か幾分j,’f辣味 ,.とfiす知殊にこの後味は

，｝址くなる

る

ti 

で

刃つて、9Vel1191ャr

り、これに 1l)?t

、 7、テアリ／

,,.しリチノーJo は比

純itilllり）味！；tif

'/~'t｀i 11 1 ，:おくこ

ので る..,(X. J・・の研究 朕9

ー． 

用 途

jllのII滋ぶこ即しては習如IIミし

和(tり）熙・itiif和11により ． l‘↑llミしてJ人＜川

PIに古代より知らる、所であり 、祓中

られる V これ 1)チノ ー、.. •J)主 I乍
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川によるも のである OIIら人開肝臓U)リバーゼ（脂肋分9J1酢索）がこ れに11°m

分鮒して石鹸 囚乍ると同P.Iii:.ifll自閤が一部滑伸lミなり 、以てド州の「l的を

るのである。殆ど児線であるが其粘r,itミ肯辣性後味0)故を以て付）tの他
をf1：ふり）で、4乳、珈間、成は香料等によりこれを緩和するとよい。特如II

こは脱杜皮冷恥、こょつてt：たるほ良i!ll ,~ 供川する o 蓋し池.ttt l] リチンは冷ltr

の際には祉lに溶出しなし、からであ・

印度に於ては簡叩なるJi法を以てiりたら即 Ill/,t燎lllミなして居る たtか

で無煤、H燃晶籾没なるが故に訓l恥を名く 要せぬ特徴があるが、その代（）餘

渭）るくはない ・名r."f椿地にありては科（(i)t、1,ドに挿し、これに閲火 して

公II月代 9)ミなす屯ありごぷふ。ll.. 1似：滋なら石鹸l!im、各fit皮;r11、成はで
illl（J)町ill[1に供せられ、或は輯llごし1..父これに）lll]．．して秘色HtIOnちo

ートilし、煤介却iii l。も渭取印紺1、:t皮lI1、 -7ヰル ム1ii+1、 リノリウ ム祉I

印肉原t1 "fi’に［！し＇せらオしる'filt.0)川途は頗る！；1,↓吋 ‘O

而して近叫品も屯‘炭りしすべきは名年米fl妙ヽ I心に印i.'斜叢0潤滑州としてlll

ひられる:irL-• あ（） 、外に改杓こf，}しては加l潤防的見地に於て屯 II] せらら、

lてあるe金｝らの政k,[fi:JI]に齢 Ill*e以で知；ttるは原理I滑j然の節也であり

欧米にありてはフ）＇・1・-,. illJ、7オルトーJLiIh lt.1也0){IKIniif次llf:盛にf項 し

ろJ)()ミ（江、‘f遠 fillIO)tw.I粘 度極めてぶ’jく、殊，こぶ沿に11‘ふJt髪化
が蹂irllJl• 他に比し少く 。 内部が約."iOI) GOO'Cの高熱り）永紆ttる航‘,I各エン -・

ンに最適する'li：： 、 凝固四れ頗 る低く 柚＇邸．嘩 J I) にも 1itil沖I~ 火ふ が なき 'li、

拉にり 1 火窃・りきギ守•O) iH＼から成よこれい1YII]し政は出珊をぶして篇jIllミilt

川せりる 、O)である 但し ',• リヒリードり）共通i'濱として貯泌 1, 父は使川中

分角1'して遊雌峨））1：]戊今ピ入る（よ致 し）jなさ鋏むiでJ)るが、Jlt.'f徴はJtィ<fIlA 

船ひ航斜蔑駐lI))俎炉瞑扉に中越せるも0)であるし使II I r,i・（よ勿；勾li.',I各展の杓

けに使llll1．印）［l的，こより異る力滅．一例セあける：：：叩．jJ人略hi時馬））＇岱22git 

の割合に して、約：｝0吋間を以て新油 ミ女挽す乙ミ 公ふ。

91人illJに列し各ほ一定の規格lt:{Jするが、.Jx 品規格は

ー^＇り）如 3もO)であらI,)

.1. 48時間評陀後沈校物水泌を認めざる'li

I.比 ＿1ri(15叩）

1． 凝l，1,lり9i

.f15q-0.970 

10°c以卜

1. +i'i 皮 (50°(')(レッドウード式） 500以l

同 （エソグラー式） 11i.O以上

1. 無茂年を合ま r、有攪内さは油吋として2.0以Ft立

1. 火剖物プy合ま「、無IK酷勺とikM芯のill介液r20°('に於て令fげるiJし

[II中氏（よ米し出競に彿l9’

灯 佛

lt, 1t (15'C) ().9l59-0.9(}ヽ 比訊 (l5°C) 0.95り—0.9(I7

沃1笈伯 0ヽ-9() 収 {n 2％以―l‘

＇^化伯 1 7ti 187 屈折41 (22°(‘) 1. 4 7 7 -). 4 7 ! 

石敲化物 1％以下 沃良伯 84-~ ti 

引火似 232 u 1•` 給化伯 177-lSH 

凝1祉品 1 7.8r ・rセ．r-ル伯 14fl-151 

阻 1.1>％以 l‘

13 

級 1 •O) ilI 9) rn迄以外に植物怜が観＇lTIII ミなり 、政．（よ化が沿t~U·M ミなる均

合あり 、父↑H iiはる 、平 少きも含 i1"ぷ リバーセ•9.e 應 Ill して）I行 II /) 分月i'T．文

Illに1共3れ、或は印度にて菜を以て箆麻ll(Eri= l'hiln~·1mia ri叫i)を飼flし

液ねて種（•牧穫t＇も行ふ1とがあが 1flは班I’ I 'ti含 ht高く 4ゞ来飼t1 に1tf適t:rJ 

べきも 、 リチン残留•ノ）↓.:ゥり能：ょす、 →ヽえし力；「令 1tl;i去ミして成は媒'~,,s埋． 會 成は

Triヽ・di,niv)じ証11渡l.,i].}間、灼弗法、成は図gt,1の粕HIl砕物 6 7倍恥1()グ

た憮水6 8ll．ヤ叫．郊llil澤が研究され来つたがいつれL伽lfI：：：して充分の成

功を入ない。然るご町1ミしては紅；じり）成分あり、印Iとにてはよく lflひられ

姿＇え ll滋IllにLIIgせられてJ,11る IIt昇火煎iilは1、＼ に多地に外l-1約（1,000晰位J)

1凶沿曲J)・谷'J)II印：：：しては出ょピ見たものである。こ0)外にツ うンスにて ↓

促1幻f;tり但肥Illに供する例あ（）ミ v f~ {1 I胆切が ： l •• t襄 '})1i姥訊I殺減に I没あ (l ミ

コ3る にて 11澁煩，訪殺~I 汎閣O) r.
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Jし他のIn逢を併せ、、とlei史宜t似l表1'加こふす：：次の如くであり』（佐久間博

・I"術貨参照）

咽

作、店、限

f • 

) Ij 

、肥料

ゥ：明Jij

吹

l‘ 

由

由一
造樹）指

←半

油

油

.r:釈 ｝IJ
：：ヤ油

川

川

用

和月j

リノリウムシ油月］

佗溜生成物

販紙用

7ヰルム 1!jl料

（住麻&)

t 5 

油脂分解用

油粕

ソ （冷料、人造柑脂）

肥料

炭

¥1.続瀕

オを異にするが 11.(irunw:111! -R-拉に英栂 Fr;Inkし‘l』hr

1,~J Q) "lt(•,·iew 11f tlw oil s,•ei l. oil ancl oil r.,lke marketヽ"te)騒礎：：・なし箆収の統

nl· 鵜 1系 1t uじ，止すれば次0) 如くて• ある u

IIt界に於ける牛免拉Iこ怜出の第一位はドin同様．筵飴印度であり 、これに次

くはJ)ジルで｝）る 近叶l均硝虹I1度が プうジルの域を｝贅するに到り 、又新

たに南部ロ シ ャ に も 4:．府漱ilI O)幼興 ヤ米して居る 。 1 $128年度推定種（•161.1()t l

頂 、 i 1 l11 :~, 0( 1h胤杵（り）内滓人略次及0)如 く℃ある。

心訊印度 (1928,~fl I 121,34H 

フラジル (l!l2!l) 20,、63
支那 ）文祁 州(t92fl)

・領植民地 (1928) .,, 

佛領植民地 (l!l2ヽ） 2,4, 

• 9月」I↓印度 (1928) 2,5 

其 他

計 161,109 

｛机 1叩O-:n年に於ける l:挽地苑窟iは次の如くてある
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油

二英領印度 プラジル 端領東印度 II
新大陸 四大飩

--- - 噸 -~ ー11ー9!l→,.33205．2 「|― -- 噸 ，- 32:1 噸
1 9 3 0 年 120,000 35,000 rn, I I 35,000 

l 9 3 l 年 116,000, 35,oool 19,3521 35, 

生碓f{f •O) I:::'臣桧人國は米、英佛、白、1P-守で、これを即llして1府合出

を行つて居る。これ等のI卜白人数：ー化を示せば次表の如くである。

1 9 2 7年 J 9 2 8年 1 9 2 9年 119 3 0年 19 3 1年

• 
54,844 62,i23 7!1,530 46、000 4n,07 

:l5,31 I 36,856 34,768 36,306 31.0滋

佛 23,762 24,!l46 25,070 24,081 22,67 

伊 I 10,300 13,530 9,357 10，引6
I 

白 I 17,912 14,876 16,861 1 2,66 

：咲産地炎9nnl度の種fむ拉にiiりの桧出先を，凋べるミ次よの如くであるe

1.積 -f・ 

1926 /切年 1~27 I ~8 年 19:?8 / 29年． 
43,731 49、291 邸，074

22,883 32,540 25,652 

18,246 16,462 ] 5.1 39 

7,594 l0,3!13 9,702 

4,645 7,695 7,662 

西 i 2,025 2,400 2,176 

其仙 2,425 2,930 5,042 

It I 101,548 121,711 121,346 

17 

巾
山

•I 

．
 

2
 

PJ ＂ 
英

南

す＂ 
ー-

L

ソ

ス

ャ

'

リ

ジ

＼

ロ

ラ

シ

ー
ソ

ト

ィ

リ

ス―
―
 

ュ―ー
ラ

セ

・

J!)27 / 28年

ギャuン
ー

丁

1928 / 29年

fヤ0ン

33t1.763 

-16,23 

獨 逸

海峡杭民地

其他

計

米

:164,4 

53,866 

2l824 

:31.295 

22,716 

16,542 

lti,8ll 

l 7.43!" 

25.493 

,,u,~3 

•")ぷ， 170

沿，804

18,450 

15.956 

14,52 

21,b34 

474,451 538,652 

」：表によつてみれは各國は 1芦して 1iiit•I 神（を楡入するも のであり 、 ;,11 ミ

して入る、ボ少く 、 炎俯n1 度廂惟Wii~l は多くり＇£必孤 こ i l:lh) けら れる＇ドを知

る

Grunwal!lによれば炎‘KO)柑f性人元1勺舟は次の如くである

1927年 1927年 いお＾→

噸

英領印度 48,818 30、372 35,51. 

／ラジル 6,73::J l,369 lOti 

イ チ~ 39 

ベルギー J,060 ＂ 
他1

302 2,467 1,214 

英米のi1l!O)は出入状況は次の如くである。
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ー． 
英 國

宕＂ |
-

rー
•9 

出

ー ， 2 
I. - 7 

り
3

C,. 
ー

F
 
,‘
 

ー

年

．．．
 
,' 

年q・2
 

り`ー

I ̀  a o年

2,641 

3,057 

,34,, 

3,6̀ 

2,884 

5.157 

2

`

7
 

7

6

1

0

 

0

"

8

9

1

 

9

9

9

,
 
7

7

 

2. 國

自 闘 9
 .

.

 
L
 

内
・
ー
~＇ 汁 費

ル迄

る

頃

居
~
月

ー
；

て
．
一

L

各

~"P 
)

,

'

^

 

•L 
け

月

、P
l
-

9

↓

L
_
 

木

ょ
＇ 
u
り

は

迎

分

出

る

部

3

れ

k

る
．
り

）

し

て↓
 

瓶

さ

建

虹

出

が

出

位

出

4
尻

ー

一

ー

疇,
卜

,

1

の

州

小

咋
~
沿
~
て

爪

が

於
の

こ

年

年

年

年

年

年

＇

o

l

2

3

4

5

 

2

2

2

2

2

2

 

＂
・
り
り

0.

り

,

9

l

l

l

l

l

l

 

r打虔）

24.187 

20,15% 

31,4ヽ7

37,:R3 

37.4:H 

45,050 

．馴：り）什1払：なるもr_,,)

こllfl

¥ rIt了 I

6,5"' 

6,43 •3 

12,075 

16,734 

l.J，ヽ13

)ti,:{05 

近年リ、約 1',lfllNI妙）も

り］とし、各拒散j也

（こ叫やIl1』滋は殆ど悦占的1-仔1，月：）「物岳）r-1こJ:

り果される 仰祉は必等））市場を通じ或は直佐に買付をhつて店ら） 而して爪nk箆

0) 

つて我國O)f,jihlll J)賀J）J状況は、朝釘を除い［は國内に肝 •(·'t=j年を見1

るセめ傘・'令部これを紺外に仰ぎ、H似税の削1系I・· I : に 1itf屯 f• te桧人し ．

板 lit附近こ於cャ1i1l1、平、．tる 令外凶貿易年よによつて怜入敬間を示せ（t

・のUIくである
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1. f
 

贔

屯

・

上

上

上

ー

。or
 

ー'|
_

 址
格
敷
伯

同

同

同

同

同

同

9

，ー
，1

,ー、
1

,''
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.t

年

年

年

年

2
6
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7

祁

玲

n
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n

 

同
同
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同
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ー

l
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1

，
1

年

年
3
0
3
1
 

n

n

 
同
同
同
刊

'!
,
I
l
l
 

年

年

2

3
 

3

3
 U▼. 

t¥130年 1同
I iJ 

1981年｛且

193咋畠

瞑咋胄

ヒ
k
k
k
ヒ
ト
i
k
ヒ

•l. 

m即
上

士

O
O
r
 

wrtH 
敗

伯

同

同

同

M
同
同

，＇，

ー

'_1,1

ー
、

1

,
'
,
1

年

年

年

年

6

7

8

9
 

2

2

2

2

1

 

9

9

9

9
 

1

1

1

ー

k
k
ヒ
ト
＇

．
．
．
 

支那

1,466 l 22,::¥4f 
13 1,2H 

2,408 74, lfil 
24 t}7 

3,056 I !ll.6!14 
27 1,k:!1 

7,462 16i,U3 
7 1,493 

| 
-I °"2 。't,..、ゞ ー

-' ,5 622 -

—祁，652 9G,:-!77 2,51 
367 609 1と

20 :m 74.540 45,0GO 8:!,0邸 93:1
l 4C) 628 854 698 5 

2~.74 9

7

6

7

5

 

0

5

2
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3
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9
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`

7

7
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9
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1
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1
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6
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•9 3

1
 
ー

潤

4
8
3
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,

1

 

9
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3
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 ー
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k
k
ヒ
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叡州滴叡諸贔品1累嬰闊閃I,

＇ 

1

1
‘ヽ

3
 

z. irll 

二I
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コ

0
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5

 

ー

fJI 

ー

ー
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―
2

1

1

3

1
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'

,
 

1

,
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り
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• I 

ー 124,8-10
- l,242 

—! 15~, 
- l,4 

—I 立7,71 9
ー 2,1 7 

ー 203.:im
_I l,t1:i:! 

- 176,5団
- 1,37.3 

J 232.332 
0 1,452 

l 230,314 
0 1,iXl 

ー a:i147!) 
- 2 717 
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、
0
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0

2
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0
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以r．によれは放年11ilまでi俎計1支那廂0)もの恰人樟 (・の人部分を占めたが｀

・1次爪畦廂の進出をみるに到つて居るし令想薮間約2,000)り至3,000萬1孔油：：し

ては火部分支那より人tI.牧恥約20-301歯1で程度である

¥r1． 分 布

・1:/lt i邸濯印 I¼_ （ 、t．\l:ulra、, II:¥hl町：如l,li Imb:l}・地JJ村に中央州｝J［面に名

＜． I：に混作物ミして作らるv人小粒共にイi・・nt.ミ・・fti品的には人閉 B0mh・1y

mヽall叱cl([)lCCan_.、,¥[h(lrac small ｀叩l(応(...CIIt,C:IIヽ’11,ort>、 Calr11tt1 0) 1稀に分

たれるri；ヤJJグ）二行は情秘む異なれるlril-fiのものらしく ．後二行（よ火粒に

......るが合iIII枯少い傾向があるC :、四月抑Ii場に現はれ一般こfinド1l]に

叩［終（す るのが 11；•通である J il訊作多き図にl扁確なる統計1が付きも概略の面

積拉に過1:[)()年間の位/1¥怜表を示すミ次の如くてあそ

而 討
~

1926 27年

1027 28 :,: 

1 928 29年

11,~80 

44 731 

2523 

l'..l l,34<' 

f• 

l 1 1¥ 

9~,043 

740,00 

70、'9

出

油

Fヤtlン

てf,1:らミ推桑されがifllして開！序inlの

k部分は1眼 0)樅III及的IIIこi，凡ぜられる 叫 9)に応1,1品ミして登蹂されたり）

は1877 7研叫C-22.-"飢であつにが、 1が「期、こは 11,88()噸 19J';-1評扉

は l ：~.8AA噸，こ逹 Iノ」． ツ i’炊州1 人nぃ •lー は片汁1 ：して利便なため・"}'1iIIIとして0)

以外にベハー）し、ハイデ ラパト 等の分を占む。其他力）しカツ

21 

如高が高騰したし限輝l英國は印疫桧翻jO)'ドを占めて居た。内80？るはIlull

に到行粉砕J)I歿餘／ビロンヤ北米合衆國に 1’i絵出して届た0)であるC.今はも

家旧はrn．接

印度の位出は殆ミ••人部分はポ ンベ 1 からである 。ボャ•ゞ 1 地J」4産のもの

コナダ等

O)i/!よりも｝ミれ犬れ近地｝JO)ものを出して届が印度内の製illlは1：ー：：： してヵ

ルカソク附近の多数J)製祉1工船によるものである。（胡粕は肥序lミしてInひら

れ、 「］國l"lでifin・tる外に茶川に鉗曲に向け、『騨Ihi年6,00潟即の付；出が
）つたし今日は湛かに減少せ（）ミ云はれて居が

I&i爾詞度では特に爪畦I{マドうに於て栽培が行は9てゐ知この内爪咋

島0)箆は1乍について著名は昭和）直．Q行地芯応環合を1'}f.: I'.!Ilち爪畦島を

分けて東中西部0).'堺iミ する C, 箆厖はこ の内 • I : ミして 中部以東に栽培を見る し

中部以東殊に東部爪吐は西部ミ異なり乾II汎ll(J)別栢る判然ミして届るッ gIIt)
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はれる。然し理i合},1ti:敷に比する ミ夫ん5次、4次、3次に於て函片に分
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成栴コる果｝ノ］とiÌ}期りl)に次り11，こ牧 ;,i:l:e示すと人：0）如く

m.、1“（よ昭和じ、八年此の栽fl(I刀もの．Kぷ

cnI 

10.6 

l. 3 

tl

4
 

．
．
 

【

ヽ

ー

1

1

 

た
b

35 

.
I
・
ー

1

,

I
 

j

u

ょ＂

('Ill 

7.0 

:}. 7 

九月播0)ものは2,J A、こ 人 なる果｝月抒生し、後！tll{fi Iィ 小こなる 。 l •- ) -) 伽

-})播は、同しく 2,3次か人てあるが、）LflifiJ)も0)に及ばなし‘..,.I・.f;屈渇

県房々して人なこ` 果房セらしめるは耕種炭諦とし［今後名慮すヽ 9ヽ ... 

4l;i) 

ある

休湖’ド均敷である



36 

(.¥) p手期別牧 ～ii・

牧

九月

・l・-・H.

- 1j 

月日 1

J. 16 

26 

5

7

U

 

1

9

1

1

 

．
．
 

3

4
 

5

6

5

5

 

．
ー

2
1
.
l

tt

6

^

"

 

.

.

.

 

tt 

5

1

1

ド

加

5

0

6

7
 

f

,
'
/
A
'

ヽ

.
1
7

2
6
.

tt 

6

L

、

,

'

,
 
.t 

= J1播 {7.5 

2

1

2

 

粒

g

,

6

?

2』

6

0

令
市

技

ー

ー

敷

―

―

―

―

―

―

血

血

n

6

q

3

 

↑
i

1

2

 

末

一
＿

＿

＿

o
o
o

時

'
|
1

敷

ー

3

J

9

2

6

7

 

臨

一
[

-

―

―

―

―
い

⑬

血

＿
房

ー

7

]

4

6

]

9

9

4

 

粒
駐
-g

3

9

O

A

9

O

A

0

3

3

1

4

3

1

8

7
 

l

l

3

2

 

令
前

．

｀

枝

＿

°

o

o

敷

9

A

9

3

8

6
 

粒

ー

1

7

常

1

0

0

一
敦

紐

知

JJi 

正

2

3

数

．

o

心
J

0. 4 

0.1 

0.3 

一．4

2.(1 

!l.40 20.85 0.1 

5.3 41.00 117.40 3/l.40 o. 

5.4 邸．ヽ 0 I0-1.60 31.73 1. 

2.4 fl.20 16.70 4.01 1.2 

24.4 268.40 650.70 222.64 4.7 31.90 9400 30,27 

1. 1 1 1. 003U. 42 9.7 

7

3

 

2

0

0

,

2

 

．
．
．

．
 

7

9

5

5

 

1

3
 

7

6

9

5

 

．
．

．

．
 

0

1

0

3

 

7

0

4

9

9

7
 

3

2

0

4

4

3

 

．

．
 

2

9

伯

3

0

0

4

6

7
 

．
 

0

7

3

3

7

2

 

0
6
0
4

q
‘

0

4

 

．

．

．

．

．

．

 

3

3

6

1

2

2

 

2

0

4

1

2

 

)

2

1

5
 

9

し

邸

14
却

即

7
1
9
9

．

．

．

．
 

2

6

1

4

0

4

 

4

7

5

8
 

．
 

0

0

9

3

2

4

 

．
．

．

．
．
 

9

-

4

3

1

1

0

1

 

＇ 

"̂

1

0

 

．
．
．
 

1

1

1

 

0

5

5

 

1

9
9
2
 

．

．
 

4

1

4
 

]

2

1

 

5

9

7

 

4

"
"

2

 

.

.

.

 

6

4
り
し

4

8

5
 

4

4
 

4
n
~
 

．
 

7

7

 
5
 

5

6

 

4

2

 

.

,

 

8

1
 

2

1
 
2
 

5

0
 

5

9

 

•

9 

0

5

 

1

7

 

0

1
 

.

,

 

l

4
 

-~ 2.13 64.0 1.~2 

．
 

3
 

3
.
 

．
．
 

.57 

0.2 11.82 3. 73 

3

5
 

o
.
I
 

．

．
 

4

1
 
3
 

奴l

31 

( R) 次別牧 —ri: GE常技）

敷房敦全JJi敷

__  1 I 

九月

十一月

一月

＝月ti

C

1

3

4

6

 

I
C
1

3

4

5
 

'

、

、

‘

2

3

1
 

•~·~ 
0.2 

17.5 

l.64 

41.93 

5.57 

48.50 

7.36 

~. 13 

粒咬 全

9

^

"

1

9

5

6

0

0

.

1

6

0

0

1
 

．
．

．
．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．
 

1

1

4

2

0

-

3

4

1

2

1
 

以卜を一房常のI.FIり］りll拉に次りllJ)皮化をぷ

こ就 このみ）

時期

．
 
ー

”

L

 

2. 6 

15 

3.27 

九月括~ I}. 

49. 40 

135.30 

151.9 

PJ.40 

184.iO 

38.0 

ビ

14.87 

51.07 

57.82 

31.9~ 

o6.3l 

10. 

1.45 

.65 

1 4.10 

!l5.37 

7.5 

1．口と

(fl正常伎

n.F 

A.<l 

l a. 
17.0 

14.0 

13.0 

切．4

6

7

3

0

7

‘

 

．

．

．
．
．

．
 

0

4

7

2

8

ー

c

4

4

3

8

 

ビ

1P.4 

13.0 

15. l 

10.4 

1 4. 

30. 



38 

時 期 I―房岱 ＇．．

n u 

4. 1 6 

26 | 
5. 6 

l6 

26 

tl. 5 

15 

九月f:

り

1

1

1

n

5

5

．
 

56~7 
'

、

‘

播:-J
 
．
 

ヽ

．
 

1
1
1
7
祁

5
．
 

0

7
 

,L

v
'ー、
’
‘

播月

= Ij { 7. 6 

:N.:3 

13.3 

!l. 

.0 

7.7 

tl.7 
り贔）り．“

3

1

パ

"

0

4

1

,

t

i

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

0

1

8

3

5

3

6

7

8

0

 

1

2

1

)

l

]

2

l

l

 

IO.ti 

72.4 

40 

~9.~ 

17. 

20.3 

19.4 

.5 

2ヽ．4

61. 

5::!.1 

3S.5 

1l.3 

9.7 

41;.4 

7 7. I 

5:!.3 

:!8.5 

:9 2. t) 

別

I 

（正常技）

7

4

9

9

7

 

g
 
.

.

.

.

.

.

 
.
 

C

、

6

0

6

;

6

1

2

1

1

 

l

J

4

し
・

2

．

．

．

 

l

l

【

L

]

2

2

l

.

2

l

l

 

ー

14. I 

19.6 

] 4.3 

7.5 

... fi 

久

九月t

1

2

3

4

6

 

6

2

2

1

 

.

.

.

.

.

.
 

7

3

2

6

7

 

1
り一

1

4

2

0

2
 

．

．

．

．

 

．
 

9
,
‘

．ヽ

0

5

4

7

3

ー

2

J

、

.

`

5

2

3

2

.

.

.

.

.
 

4

6

4

6
 

l

2

1

 

次

-1 ・-.月

- H 

三 月

以 l：果房））牧船こつv‘てど吃

l：：少も 、最多呟果房の採取を見る0)はし1:ff0)II沫制OIlt)[Iun以後に於てで

砒時枝の果尻ょ趾れて1.ff叩り］以後から成熱を開始

t、最 l‘位 0) ・大ミ品 I・iii:(J) (i.KO) 

t

r. 

）る

kてあり

即l.礼

敷 一房揺り）i

1

3

4

6

 

f

ヽヽ

1

,1

¥

3

{

 ．．
 

削

2.、

20.! 

21. 

11. 

11.5 

16.1 

24.'.! 

10. -

10.tヽ

の程小てあら

h認にして最K果房J)JIk:iあ り。臨l料よも亦 1)沿枝にfliして',1^くから成r..、

欠別には2.3, 4大の果仄1))牧砧が人である

1i]にiと人11々 州を見た。

之・セ＇炭するにfm．仕叩）qniし1J：こ拘ら

る，叫り］が1火0)'立；？りに於1.・ L~ 

ー

一

1こして'.

39 

ー“円＇岱爪

7. 

58.3 

1.9 

33.5 

3 I. l 

.4 

7.l 

28.1 

0)が牧凧

る

3

7

 

＂ 
．
．
．
 

2

0

0

 

り

1

2

・▼

．
 
.

o

 

ー

14.1 

17.7 

6.! 

32.0 9.99 

るに、）LI)播低の11し研は一月頃から始

ペりlj、:

る

しく少＜ ．ー房常は2次品

I→-n i昂は成紐開始10J、Cllf) I.;}) 1,1) 11]に

-}) 1竹9よtIJ IりlOIlt ;; }) I II 

貼 Iり］ I，1,•J には 1廿 月中 1tJ}り至；；J1 I：中1IJー

る’lり人てあり ）直f品こては比

物杞では比校1•I'•J IV.V) 果局かこれに改？;:iする ~ 1n. -•房 '1：：：；オ渇諏店は人閲に於

化房 ミ4叩して比較的 1・ 位のか人てあふ

a;~ I：分枝付を通じてiりたる牧拭を取

如くであるu Cl 

J)果房な｝前つて？註El戊熟し奮4k杭に

的l卓が［の果｝ふ I・--JI以後の間種植

れば｀昭和；く、じ外疫の1戊出は大の

‘,’ ．
 



40 

歩令

)L I] 播

。- li 

・月

さ ）J

町1.'e(巖こ於ける収：1［O)良好なるは、試験に際し、蕗版0)4:fi特に分枝の

特竹：：1謂i[II.)よ化と 0)』削系につき梢HII に 1吟味せんがため 、 分枝ik態の II滑·:t•

9汁朱につき，謁介し、11.1,W器ぶ 採棟守に新しが＼；理行屈きたるによるミ恩はれ

る。

火しこ昭和じ、八叩炒）9戊柏は次J)如く℃ある，

I ］ I: 敦-9 lli:-伎―址•-1 ' I ／i) 邸 時技 』

--` ~• 1 B- -霰-T 賢•見‘午 n― 址iー]I'/坦令閃;9,ー房 限「!—• 
ゾし

-1・ 一 月播 I 11.4 170.37 3.5 

］ 
31.15 

] 5l i I I 
] 4.9 20 1.52 

月播 4.1 67.0':l 0.2 0.3fl 4.3 57.43 

月 播 0.2 l. 92 0.0」 0.00 OI 0.2 1．り2

9. 

4~.64 

40. 

23.36 

以 1： 介枝性が＇ド に播札：切；拭紅1知＇じ）一部を以て使‘I•L I：説IIIIft Jし入た0)であ

るが、こり11状は箆：れ比培試験J)各）直lに応）でし11lし柑冷ふ礎観念であ

る 例へば伐伽1雌或ふ’,,•,n 、肥f•I . i否f屯阻l、f1.il仏、そ0)1也多くの試験に

岱り、いの品竹此こ牧：間1題／ビ考咲するに役立つり）ーし あるC,（硲述参照）

之を＇炭するに 、栽培の昆．｀帝はりよ高からすして1沼I:1じ房数ヤ人ならしめる

こごm1ら分技を1戊るべく池やかに多数ならしめる1iが肝裳JiO)一つてある

化lfi.:tI：せざる l勺は次の分枝行はれす、牛ffは俎0)伸及のみを助成し、以

徒長を米すのである。miして栽柏時期はこれと肋聯する‘lt頓る人で、衿絡削

よ一般に榮益必んて分技のIIIl及セ促し I1房おそき間1;llあり、tFd:0)OL及l£見

るのであ るJ過J;.{!i号，こ於ける試作のイ渦成紅'i/J)-[KIは附香ミなし、伐に叙 I・.

llfましからぬ性状の典型的肢現を見しにLAIるミも名へらる 、のであつて、一

れ丹人の秋播法推奨の一つの埋山ミなる黙であが然し印度"'!;=a）如きtJlljkふ・ヽ

丑也にありてか 、る徒艮問題は殆ヨ煩みらる 、1：少いも 0)と信ぜらる

而てK位0)分枝程花F籾）訣徐を米し｀爾後の分枝セ鋏く 0)てある V以人間

｝且の）L月h(i個而にありては火略7-8次を以て分伎））頓に緩没ミなつて I ~ 

C, 、 [1一般に 1．．位 佗j·;•は？i.L杞消数；ギしく少数ミなるものてある l:i1/.分枝J

除／れかからしめ 、 或，よイ［夕）Jなら 1如．Ir枝0)狡逹を 11)J成し ｀ 父谷？＇， 叶果房 •セ人

ぶらしめ 、 iL Lむitにして大なる柑 f•O) ii•f卜を品もわ敷ならしぢる竹；介i炎分枝

、11應川の研究が多l-19必されて居る。

尚品種のII t晩仕はこ し） 分枝性ミ l}l 係深く 、 大粒C)I―II 疫1！~ '.J) /Jn き I~'J.•熱のい））

花房間の分枝長及く 、化房出

こt，tしo l伯tliP），れ品秤、佐'J、f'u1種の如きは各分枝 U通かく比餃的w.H、こし

化Ij冗生々来し、従つて分枝())猜逹辿やかなるtJ)てあるッ

椎fの構．辿、こ就ては I•

直子 の 石 2
し
J
 ヽ

to ち '4PIIJ(t I屯皮に包かい—

0)一端に｛杭ti}ど伽へてl1：る 稲1父は乾螂I}態にh、

0)1勺l!!l1こ胚乳、所，謂｛ ：Ithrる [i人の HIV1物はこ())胚乳＊11屈9()ハ1111]行にある

.i l 述せる如く権皮f，tt:0)比奔成は往f•J) ,”r il l え1村｝につい て二三り） 1,じ連はある

けれども 、作物限的丘f{f・ノ）研究をなせる例J)る Iと求tこ聞かな ‘ヽv)しある

fij•（よこれらに脳し種f•り） 痰fiそ v.) i也三 l1虫lのI・・・

る1iとする。

1、種子の猿育

、“―tこ開花後托 r-o)成熟ょで0)疲fi過程なふi企した。

・-1.9こ分技性の項に品せるUn<、1tfjの時期により寒冷時：： g然＇I,¥:ミ［果

り ，x.，{~O)述J皮幻し に t る ＂Btllが1:)し｝H番J)材料につき第一1国は一月11州］

41 



42 

（寒冷時） のも 0)、 第二1』は四月 中10（衿熟砕） の も(})、

こ 開花せる も の le ネi••竹してその痰有終陪過を調介した

の1箇常lド均数であるI.,

(.¥) 一 月開花

種に分ち各々同一8

示数は供試数15個閤

即堪生Uし
fl Ill!.: Ill/,! Ill~ ••('(. n11)1 

JO 16. 7 1,5 15. 2 9 J.02 1.5 4.55 

20 90.6 fl.fl 81.0 91.83 7.4 7.97 

ao 452.6 H5.4 -111.1 n2.1s 605.0 14.04 

40 547.5 47.~ 5()0. 2 91.36 6ti5.0 14. 7! 

50 59!¥/) 70.2 f>2f),3 88.2~ 625.0 15.7 

恥:?.5 llU.6 463.0 79.48 600.0 16.3., 

56.5 182.5 :{7-t.O 67.21 575.0 15.33 

Ml7J> 292.5 :m5.0 51.05 600.0 15.71 

3

4
 

5

2
 
．． 

U
 .. 

9
 

5

7

7
 

4

6

5
 

．
 

5

4

3
 

l

l

l
 

0

0

0
 

.

.

.
 

5

5

0
 

or

1

3
 

5

5

4
 

7

4

0
 

-

1

6

2
 

．
．． 

ti
3

6
 

3

2
 

-
o
o
o
 

．
．
．
 

O
U
,
`
5
 

1

1

2
 

2

ー

0

5

5
 

.

.
 

^
n
"
8
 

6

8

r

(
 

3

3

3
 

＿
o．
5

ふ

5

5

3
 

8

0

0
 

尺
9

u

0

、T

< B) 1n.1 J-l Prl it 

租長 バ
川

舟喘，l：饂暉；此'・:;-水址含lkF如 Ji 船

-

0

0

0

0

6
 

.

.

.

.

.
 

7

9

9

5

4

5

3
 

6

3

4

H

h

8

0
 

1

2

2

2

2

2

2

9
 

．．
 

-

0

5

0

0

0

5

5
 ．

．

．． 

6

8

6

R

H

-

E

叫

4

0

"

▼

9

5

"
r
 

1

4

4

?

3

3

3
 

,. 

5

0

5

0

5

0

5

0
 

＂＂ 
↓1

う
ー

3

4

4

5

ti

＂ 
ー
・

ーー

4
 
3
 

lllu mg ('I' 
71.5 ~tlQ,5 7!1.03 415. 

nl I Il Il I Il l' 
1:1,75 8.0 

- -―l―― 
1 79.0 5I.73, 3ti0.0 13.49 ．ヽ26
I 

170.0 41.74' 400.0 13(itiヽ．44

lう7.0 :JS.ti, a55.0 I ~.PO 8.42 

12~.o 32.57 srn.v 13.27 ~.:{4 

7.1.5 20.08 :i30.0 1a.01 S,24 

2(l,0 6.5"> :t!O.O 12.20 R.'.! 

~0.5 6.38 3:10.0 12.5~ 8.33 

物

年

一

血

05
却

紐

芹

．

．
 

油

・

3

?

5

0

3

2

魯

2

3

4

問

寸

l

2
8
g
i
g
tm
i
m
~叫

油

．．

0

0

0

4

1

0

-
lE
含

ー

，1

L

u

g

3

3

5

5

6

1
 

f

m

ー一

ー
1

3
.

4

1

ふ

油

2
〗

6
2
l

含

ー
皿

皿

邸

邸

郊

心

血

糾

⑪

g
l

l

2

3

7

7

l

7

1

7
 

1

4

0
 

0
0
"

1
 

.

.

.
 

0

0

2
 

5

5

5
 

-

5

4

4
 

5

2

7
 

．
．
．
 

1

0

8
 

3

4

4
 

-

6

4

7
 

．

．． 

4

3

6
 

8

0

9
 

1

2

1
 

-

2

2

7
 

I

、
0

7

.

.

.
 

l

、

IIlm m g •、

.32 4.1 1.20 6.74 

t1.3 q 76.1 2 1. 98 ] 9.7 7 

h.52 l l!l.2 2!'.l!l 60.10 

l ~4.3 ~i:l.08 53.fl4 

1 4 4. 1 3 6. 6 7 5 4. 3 

167.6 44.28 55.41 

167.5 6l.64 5b. 15 

..,,、 174.7 53.68 67.3 I 

l・・必によれば--Jl［用化ビるも のは120flを以て浙く 成熟するに肘し、四n

開花は僅かにその＇ド分の日数で足り ぶ その令i!II半の高い＇ドも汁．nに｛直す ふ

然し棧fの火さは一'・1|}il花り））iが明らかに人・きいJこれらのμ卜）i系ふ後て詳 し

＜述べる。

その（也ー設0)傾Iりはポ1硲こもほ、市）ーであるり）で使‘1・1:I・.-HI開花［祉，＼こつし

考寮する に、4盟位物：i：0)漸叶し含）k令J)返減する'l'Iitに比船、形、閲積U

噌J)0 の 傾向は（也一般純（の登fiミ比校し杵しく）＼つに和牧を如liす、ドがf •

、ー雌含』Ifttは 1戊熱 ）） IIIl戊り間近にならなければ冷JIl しな¥‘」) であつ•L 、 ­

れセ即I；開、f.l低吻J)<t：カ‘ら見ても1Illらかであるし.:())瓜味力‘;”忙代））ff.(

を収穫する＇ ドはkほし‘‘1iでない そして含』I姑は含水:l::と杵汁みな枇11系あら

の 、如 く、令lk状が1心枷印llし頂間に逹した後、初めて減少糾 開始rらが、
→ 0)11."間にな）て；~l(II'Iし従つてその合ilII年 も念しこj什Jlllt i“O)1項Ih]がある。

2, 生育季節と種子の形質

HiIiじのぶ‘t澤 で翔げ1る奸1く、同一植物閤 lこしこても 、年によ()、Ilおり］，こょ

り或，ょlt他））1ii1!I Lマ 種 位）形tiを 異に j•へ 介時削に よ ,) .unfriJなる店Xある

かを1酎鱈j:£度、tこhf1．物碍こつぎ 、辟別に‘虹絵を山＼みf.: H F1は'l仰 1，ズ・ー し・

年度拉し;• -八年1幻秘h(i))佐火叫につき 100おぎに成熱果房叫似、,.t.し

.J • 
ヽ一、J

ll｛湘 じ一八年度はh(iJ)

ミ次0‘)如くである

九月

"
l
l
i
5
,

1
2
7
 

ヽ

J

J

I

9

i

3
 

(

V
・_
 

い ） 屯 ：`i及人 3の笈ft

H iこつき．屯他、 大さ J)よ化セ時＇り］,JIJ• 入’りll ，こ 、i ヽ

J :{．ぷー

14.70 

1 6.04 

] 6．ぉ

1 9. 29 

C

7

7

1
 

c
l

l

,

.

2

2

 

長

l‘rI l 
1.20 

1.161 

l. 2 2 

1.23 

1.2¥l 

輻

l’I I I 
0.8~ 

0.8~ 

0．ヽ（｝

.84 

0.、

43 

（＼ 

I,-・
（・1,1

.59 

0.ti 

0.t12 

(). I; •3 

O.ti I 



44 5
 

月 n
 

九 H

-
U
 -”
 ‘、

牧

'
,

V
9

‘
,
1

v
し̀

J

,

'
’
~

掃

堺

月

ー
一

ー

I

-

↑
 

二 月播｛

(R)-、

6

ハ

5

5

1

2

1
 

．
 

5
 

ti

1

6

6

6

 

9

-

1

1

2

 

．
．
 

6

6

 

7. 

‘
:
,
6
 

1

2

 

1

7

 

1

1

 

．
 

『
“
,

．
 
-‘
 
―̀’ 
5 

5
 

50粒市rし

—--
18.71 

18.72 

ぃ．50
17.7 

17.60 

16. 

16.RO 

12.60 

0

0
 

C

l

 

~
 

C
 L
-

`
 

．
．
．
．

．
 

6

5

7

6

5

4

l

 

1

1

1

1

1

1

 

15.00 

12.¥J 

rn.4 

12.10 

1 4.43 

50粒容柏

(

l

]

1

]

9

7

3

0

9

6

7
 

ヽi

n
1
2
9
1
り

1

9

3

1

1

1

2

2

1

1

1

]

7

7
 

l

l

]

ー

り

』

-7-畑
g

g

問

｀

園

悶

長

1. 26 

1.2 

1.27 

1. 25 

1.26 

l.L 

1.25 

1.24 

1.27 

1.20 

1.26 

＿祁

幅

（・Ill

0.8f 

0.8t) 

0.~) I 

0. 

0.85 

0.8fl 

0.8-t 

.7$1 

• V3 

0. Q3 

0. 

0.81 

0.85 

rm 

0,66 

0.114 

0.65 

.6~ 

0.6a 

0.113 

0,61 

0.6 

0.63 

• ̀, 4 

0.6~ 

0.fll 

0.5£ 

0.5L， 

0.61 

0.61 

0.61 

0.6E 

1.61 

次 数 | 50粒研 50粒容fli

(

V

I
 

播月
一
寸

月

三Jj掃｛

こ見、iしば、 2,3. 

開始明が阻iこ

る．父欠^りIJ，こ｝

g 

10.:-17 

17．安

lH.71 

14.17 

15. 1 t 1 

(‘C 

長

l'Ill 

2
 »

~1 

・
 

19 

4

5

 

3

2

7

l

4

6
 

2

3

2

2

2

“

 

．

．

．

．

 

]

1

1

1

1

 

ヘ
u

q
.

5

 

、

2

8

．
 

4

3

J
 

ー

1

1

1．邸

1.25 

1.22 

14..J.31 20 1.26 

Jし月播セ見らにJ.{f•の Iば：拉に 人さは牧穫開始阻lOII ら）ぶ冷時に小に 1 c、

叩切てilぶ (lkミなり 、収穫1こ期にる71.,fll囁Jtrtより小となる

1[ に して 」•• it0) ものが lI粒ごなる ＾

-,..“ 'こ、f{f• は寒i令 0.} 、こ牧穫：3る、もり）小にし

-.tiにイ！沿u)旺盛貼0) 0) (卜位のtl

痛

rm 

て

邪

肛

m
 

0．ゞ4

0. 

.v3 

・よ93

O.v .. 

.v4 

.6,;, 

0.60 

0.60 

0.88 

0.84 

0.82 
I 

）が屯＇．

0.61 

o.co 

0.6. 

0.8il •"I 

これ、ル次別

トー．n打f[li受（よ4々fi(J

るしこれを要

、温熱りil はるに従ひ人 とf•

る種 I•• を

別 GE常枝） ＇杉9戊 7傾！h］があ;_ をし R 然の iししき頃に果屈0)船1 :•セー 11ぶtMI••

60粒 50粒‘r;.t
‘, ー

n

`

し

7

4

]

1

2

-

2

2

2

2

1

 

(
 

.

.

.

.

.
 .
 

ー

1

]

1

1

1

C

8

1

1

0

6

6

 

C
1

2

2

2

1

1

 

枢

| l’} 

。：ご「「 （）悶
0.吋。．64
O.Sfl 0.63 

0.86 0.fi3 

_q3 0.61 

.-2 O.fll 

’→'’ ， 

向をイiし ． か、紅．計り］新9)托 r• は一般に桂小ならものがi!}られるものであ

る

九］］

-

3

4

5

“

"

 

15.24 

l g. 91 

l8.43 

l7.52 

14.3 

13.31 

一
刀ヽ

昭和、'; し・ 年 I~直 h: 、 大さの外に合祉l乎 、{ :0)!F.、11し歩合セ調介した帖果

と次J,/l!I

(Il 含ilII玲ヽ｝ti・,l, {l ；、化

。
た

。ヽ
ノ



41 

(A) n.F 間 別 GE常
{ :0)歩合、よ眈制に るXオしを見出 1fが出 •‘‘o p ;ff木期に 劣化

採 H
 

9
A
 
-‘ 

JI 0 
:t 10 

9ヽヽ）
・“ 

4. 20 

九月

1

0

0

0

"
 

1

1

≫
 

．
 

30 

3 

. 10 

IO 

10 

20 

り～

1 • ~ .月

一 月

三 月

I

~
,

1

し
f

J
‘·

ヽ

0

0

り

1

1

1

1

2

2

2
 

．

．
 

7
 

1

2
 

3

J
u

3

3
 

3

4
 

5

6

5

6
 

り～

3

4

4

5

“

り

1

3

3

3

4

1

2
 

<
J
 
ぉ

,‘• 

.2fl5 

0.3'.i:, 

.31 

0．降

．公34

.26'.? 

.2 

.264 

q 

.27] 

0.24. 

0.315 

().303 

0.3W 

.:?!ll 

0.27! 

0.2.54 

0.277 

0.24 

).244 

0.24 

.l 

0.22 

0.22 

0.251 

0.23 

0.270 

0.213 

. l!'" 

3
1
5
 
，．
 
2

1
 

．． 

0

0
 

75.27 

77.02 

75. 

76.31 

74.72 

74.32 

75.26 

叶
叫
「

7
3
7
3
 

0.305 

幼物，・;;-油41

“

.

5

ウ
1

7

/

4

2

7

3

.

7

4

•23

7(731240374

24 

．
．
．
．
．
．
．

．

．
．
．
．
．
．
．
 

3

3

4

3

2

3

3

3

3

3

5

5

4

1

3
 

5

5

,

-

5

5

5

6

5

5

6

5
 

る

令irII平（ぶ寒冷貼に少＜

1l），こ於て品：．：1ノ）含祉1李．0)

をポ

+ (•の

伯）がylら丈てあ るし

よ

3 ( 

())でJ注

以上J)ho< 1.FlOl：こ

~. -c J)る

Jl三月播0)

付、；於 一月開化四月開化ミを比 ＇^

り）てあるし

位 1)ら）し月

は小ではあるが知由半かう

r・
 

ー｀
 

(C) 

り）火かl

こ`時に向へる

0)が19られる

0)によつて明らかに

f,ti佑容 店の直it}

る0)は岱然であるッ今昭和し・年九月

化をぷ

・さそ

次

第

”~ 
升

l,02. 

0)が人てある •閲 に て；；）l初

では比校的

良なる

他J)形 '‘
 
カ

述 じる

“r.0)りし1l}より紺らる

（ミ云.J・I;が出米る

化

るIr以て、従つて JJr 

『｛＇f久間種 (J)

：：次の如くである。,ffl．正；；：；枝につい (0)

次 別

JI 立

925 2,01ヽ

ー， 

2,6P 

“ 四

li. 

次 l302 

l,01 

976 

2,S41 

3.292 

.31 

.300 

b 1.0:l 

50.ll 

r
、,
，
 

3
 



48 

時期別

n fl 

1

0

2ム

0

3

ー

2

J

．

．

．

．

 

1

2

2

4
 
'.?I 

]

3
 1

2
 

．

．
 

5

5
 

21 

峙 期 別

l J卜訊 JJ ］升粒

g 

45 q .. i , 

4 2,8!15 

1 () 2,6邸

990 2,1>65 

1,020 2，糾

’̀ui 2,87 

り78 2.64f 

,,I ~,753 

&l :!,952 

3,135 

30 3,640 

これを令牧t投内品合せる出合 ルヽビill掟せるに火J)Qnき結果／ビ示した＂
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卜；J卜よりNt.:.る刃i~ 

295 

184 

1 I 1 37. 6 3 

49 

井

升

I. 

0.181 
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t t（よならなし、 V かくの如く HiKU)駐1係 jtく見えるけれ ども或程I!;;.り）削f系を{1tるも 0)で
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別 稲 柄 呼 f. 串 Iヽ．l，5 14. 10 7fi.ti0 0.2!l0 4.55 4.84 

に
以 1.96 

” ＂ •· • ' ％ 洲 13.、5 10.32 74.ol n.145 353. 4.11 1.05 
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Ii. I 1:H 23 lり2 17.a 1,244 '..!Oti 14/)() 14.'.! り．0
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計 494 80 574 11.94 4,246 497 4,743 1048 83 

：l;.｛よ云ふよ Cもなし‘

2, 土 性
__9ー・".'_―-I' =-::....:_へ—～--”‘ i；釘船取．）．-＇ -＂．．，、，ヘ―←•JI..... ....." (『堪罪）
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tt , 577 81 658 12.3 5050 889 5,939 15.0 9,0 
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69 

期りII牧せ (JE常技）
品種次 Ifj) 

月 日 佐久問涵 洲東 ゲ、 爪 吐 印 度 1 野生小粒
g 

1.70 | Iと：15| ふI g I g g 
l.00 14.87 39.75 J9.7o I 13.17 13.17 

1月2lu 
2 1.50 :J6. l 2 102.00 68.00 32.66 21.77 

1 H:-ll lJ 
I 
2.42 357 1.01 0.67 3 し 2.~o 0“Q '•ツ0Q・ 邸．88 34.. 15 :-11. 16 12.4 

2)110Ij! 7.35 1~.61, 11.41 4.:l2 2.01! i紺州柚 4 
5.5() 50.37| l 136.76 24.8 :l 44.68 8.12 

~ H~Ol f '.?.05 5 5.~7 :{0.381 8 1. I 2 ]3.8 2ti.41 4.4(9 

:~ H 2日 1

こI
6.23 4.C!2 ]. 68 6 10.fJO 5!-1.871 14•:.!.62 13.5R 3fl.68 3.i7 

3月12U 15.l)2 3.47 0.1>0 計 l 30.37 234.00 634.62 —i 200.42 

3月22U 12.6, 

}i l li 7.34 27.2 1 I :I.H8 I. 1.00 16.(lO' 46.aO 46.30 16.82 ] 6.9~ 

4月]ju :!4.(11, I 1 3. 37 30.0t,1 4.2l'i 2B.54 !-'17.10 :!8.63 
り• 1.5" 32.‘° 44.7::I 257ぅ

4月21U ~1.58 :lB.10 21.8ぅ 5.6fl 14.0:$ 3 '.?.So 25.20 i2.6(l 安．q， !!7.36 9.77 

5月 1日 5 1. (l5 18.8, I 
150..76t R ;! 

10. 13 :-rn.S4 1 4. 42 
麟種~ 4 2.5(i 18.10 45 40 18.16 15.4P 6.I9 

fl f}ll [:I 2(t.04 公i.I2 1!?.~l 2.33 1 :?.35 2'.!4.20 I I 
I 5 I s.5(9 75.40 

21 66..30-77| • 1 2766
..08f2ヽl !l.04 

5 1i21日I 44.0] 4り．1~4 4-i.14' 27.32 1 3.i)0 Sり．10 
I 

6 5.2(I 28.t;O 、Y3.H) 5.00 

6月31H 9 8. 4 4 38.~' t:!l S2 4.";.SO a 1.41 35.97 

月10日 27.44, 9.05 47.5!1 1 4 2. l l I 10.01 tt I 21,50 196.10 お9.10 201.21. 

6月20日
l 

1 
4.4n 4.52 54.7(i 

3133 I 
Ii月30ll ―| 

J0.15 r ; 
J.00 11.ll 31.33 

295.79 

1.11 12．邸 30.00 n一-ヽ．

計 '250.70 226.22 169.40 290.59 205.80 2. ll 13.11 35.77 ll'l.94 

別牧址（正常岐）

＇ 
爪叫種~ 4 R.12 41. 

5.6t{ 61.22 

品 種 次房 校 釘i 敷 粒 敗 ＇五 ・り） 巌煎 枯 -瓜.l}; 7.拉~· 

＇ 
I O I 3.Sq 33．．窃 o t’••9.., —.·•. • 

計 19,88 163.11 427.11 15?. 

l.00 13.41 

1,83 40.58 ! 10.0ヽ n；iべXう ．とさA519 11>．．ヽU

「II昭』＜l ]4 | 
1 00 28.40 &5.00 85.00 39.17 1 3fl.

17 

3.68 45.66 
l9勾9.．(7)5〇I’ 

和．53 63.29 17.f.R ＂．ヽ0 l 1.70 

10133704 ••. 30 680 n I I 

41．砥 16.~ l 20. 

5．窃 41 .~4 18．訪I 36.78 6.8 l :t3(l 61.70 5i.76l ' 99.67 30. 

75.6り 205.08 23．叩l fi7.56 7.87 ；；．0（) f,().?O, 34.1¥6 7~.10 14.62 

1.42 5.66 11.41 8.05 5.R8 4.16 I tt 5 0,50 3.40 17. lO ~.42 6.54! 1.3 

21.66 222.91 595.75 212.74 10.60 165.50 500.80 -I 234.7 
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63 

泣 .I-喰?",J舟-： 
■ P.1;: lりlりll牧

，，l 敷 -ド！，-2J＂“k ' 頂

g g 時 期 佐久間 l滴 洲 i東 J;( 爪 吐 I，日J 庇 野
＇朽Jヽ粒

りー‘ ・~· q 2~.28 6.~1 6.31 り．5り g g l ど l ~ I “ l g 

：がし14 11 :!.:!~ 56. l4 26.79 13.:l') 
1月21H , I ＇ l.'iO 1. 1 5 

22.71 54.6り 23 87 13.54 6 2り
1月：｝ I L i I 2.42 rl.57 1.01' 

］ 
0.57 

.14 130.7) 31.65 34.01 ｀ヽ •:!I ！ 
2 JJ IO!i 7．泊 12.llf, 

1 1.4―1 I 4.32 2.0 

II 71 263.7 l 4i.:l3 76.42 13.53 2 }} 2() H I -l 2.05 

26.43 74.57 26.10 1!1.47 9 ;. 3 1 
3 Jj 2 li 6.2~ 4.82 -i l.{i 

tt 17.85 234.71 664.14 175.54 3 月 l~ll ―_, 15.0:! :t47 0.fl 

I 
3 ll22H 12.fi7 

化J1;出現 II敬 （1£:常技） • Ji l l i 7.34 27.!11 l~.n~ 1. h 
I 

4月1l u「 24.0f, 1 3.37 :i(9. O85ffl I 1 
4.2ti 邸．64

別 佐久 ni1 社 洲 東 ぶ IR 吐 印 度 野生小粒 I 4月21[:I I 21.6S 38.10 21. n．邸 4- ' 14.03 
I 

5 11 I n 6].05 18.87 
10.8 s 'I i 

10.1:l 11tS4 14.42 

l~. ¥I 40.S 4s.6 、 t:! .~ I 即．2 、l!"l.a 6 1jll u I 20.04 公3.l2 5.i 1~.!? l 2. 33 12．ぽ

• 9 ●)メ •9I l:!.:l l 4.!i 2 1.:i 41.1 1 3.3 6 月 ~l U 44.01 4tl.64 44.141 27. 叫vo l3.oo S!l.10 
...“ 

:i :1;1 5 9. 3 •·、?'1..7 31.7 4り．9 34.1 5).j ;i l 1i 唸．44 m.0り nl.、2 45. 31.41 おう．！ヽ7

4 48.f> 33. 2 51.3 50.8 38.3 47.f> 6月IOH 27.44 り．05 47.5H 1笠．10 10.0l 

31.8 41．ヽ 28.7 '.!q,7 34.8 33.1 6)j20日 ―l 4.46 452 54.7" 

6 公3.7 32.2 22.5 18.8 2 7. 3 （；月30H ー！ ―i 10.1 

7 
―l 17.9 ―l tt I 295.79 258.70 226.22 169.40 25059 205.oo

 

（正常枝）

ul 佐久 1lil nH 洲 東 J』．し． 爪 吐 印
-」_

＇ 
佐久「！！ 1＇ 社 洲 Jli 以~ 爪 吐「II

3.6 82.5 74.1 119.0 1211.3 82. 

106.7 97.3 ) 1:3.8 147.6 8fl.6 117.2 
28.0S 22.53 JI.Of¥ 9.35 6.31 1 4. 7 

3 121.11 112.5 77.:l 14:!.8 ]{)2,8 7ti.4 

］ 亀）7 9) 133, 6 
昭fU パー し・年l屹成禎と比校してし“ • 八 {1 度の成禎（ふ＇1ifいりll牧．rlしに於て免

4 1 lf'>.1> ~. ;I h~.7 78.3 f>S.4 

2~ ' ＇ 1·ッ•．.,9 77.~ 62H 55.7 があり 、その顧位し明，Jヽ rがJ以が出米 'ヽ;.し ‘9'然し・・共通（Iりな1.Whこして印
7.3. I 

如」）l 6 35.3 ti3.!1 邸~I
47.6 47.6 は~\; 一次 化）I： :li現11数、成1.All敷貼U]りll牧兄＇中から明らかなる如く牧 殿閣帖

7 4~.7 
がはるかに赳れり丈ヽ が極瑞に Kとなら性'fibあるJ亡して陶れx())

出現が最
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少‘:,、,fn. 1)か・，t;11;KO)もり）が！｝られ殊に 1次'.)){t}月が片人であっ：こ<i畑II

. ,f屯は、とに反し比校（JI.J1,1..1-1: Cりよも即ヽカ淋け；にか、り似ヽ訣比ミ、ぷ月が
1戊熱

る＜Jfや11忍散 l..,1．るi1:ftがあり 、収穫 1・.0)IH失l,cf'i',;、...,Jr¥咋、東
ポ積は1内

＇，じ殊 に1}即 rヽミl（咄敗的に1i‘iく 畜阻ffI：小粒心Ix研少くぷiiの製開性である1il出
こ

小htc• あ I_, ため ｛ ． 升；低く：~ i lll 州ガ 11[<‘訣以力•あら flが＇仕俎 hは共通（Iりにi心

ぅ•• Iな人間柑に比 して低く ， fJij述匝曲 Jぶ伍ぶ照）1.述0),ぶ砧IJ‘叶屈咲 して 14:I・、Iiり種

』-'ilく玲1に於ける最，占品ftミ斯，； ：I',米1

るふ船は11I、他11中で})i.,c., 

2，肥料

9E fi IIF 硲なる h(I i勿而 Iピf1V,'戊 し 、 Jし＇ ｛｛ ・ （• O) 成分拉に灰分のt,[l l戊冴に判

して 1よ乳： ~1i l ，じビる如 くてあら ， 1(1iし 1 込守に）引 ’&’ (.;)松計必 I •• 地に求しス、 ；ど

以て、地/J(J),r'f耗IIIh［り人なるも v.)かJ.、7JoIIl野に l’.. 1生繁茂 rらをl・1叩して

珀み池、ーも如凶｝｀ るか1.))~n く，思． 1L ・rらは紺見(、 4、、ol．地は人ik/91}部(I':)に

也味把沃セるヤ月lるへき てJる

Grll11Wald 9こよれば所必液ぶ11殊にthn要'n、.rlとしごし、沿燐酸{i灰ll他J),・,;
10)施川々猟奨して居る.,.Ja(●`II1,Co・ lヽt＇ぺiに よれば 19'翡llll't;:i次0‘f｛伯

て1,iる。

）． 細て r ソモン 1 00—200月以 、 又は 6i'が'1叩 I祁—260封I[‘’

2. 過ふtiiI.し200—400封疫、 又ぶ＇i·粉 1 50 3001判

3. 聾化IXjIJリくは位！一`りlllll00ー150封度

l油•a によれば北 米J) 杓l ごして 1 ha窃租l把和，t；ii'氏雌'I2．知，過燐殷（ILL9 

2.51,勾 IIひ良1戊令ii'口あく：るミJ.;(}、1F)ベ,i;IJ,,{.地 hでは I、.l )acl i an99 によ ~I 

1 h：濯j沿燐f悛(i灰 11dz，針雌JJIHIり父は憮化）JIlllil d/, (1灰 3dzな
り：：広ひ、父

ili.領！1渡り） 一例 、·ど 9j；せ（よ、 ＇ぷit,•／ピ h し漑肥())松囚ある地 IJに （は 1 知Il7

、これに＃＇［れ叫 とし施JIIrるとぷふJ祐，HiしてはiH'ふ訟：じ泌店lhtA鹸比）

h訊菰は 1hn ;;,1雄肥 11()()Ob，過泊h免｛淑 240kucあるが一殺店来は 1．没鼻ヽピ

ut-())J比科こして 9ぶらし •K it旧氏によれ,J.·~て())f虻縣に於ける栽培 1 こ

v:m ． 湖糞、箆麻f•油柏、 木灰’!iな蒻川せりミ止ふ ，

J 1 • シ ‘Jの例：：：・して 1 1KI符；過隣陪行）火 2.-0kg，飩随JJllII1300屈硫L:l5()k, 

或；ょ K然

陪{i灰2双） kg,坦はiIIl粕1,.-,ook~, ( 堆肥•う9()0()kg ) "fr, O) Ii式かIllしI.うれてh：る

．｝に{i灰訣乏 I-i名に

.-5 

10)他lIlクhありミ云ふ 父，・ル ゼリ -\•0)­

-t()(l kピJ)Jl J.し力‘JII(‘らtI.. 

てる。

勿，＇伽 1はにより種類 lII ．：，し 、 »!.〗く に r,.JO)で・)),,.)(、も．

法'I:,)ヽIIは、1I) 11 ・,:;:i :ii: IJEこ・し―l堆llビ・30()i'i l , l2う k~) 、 1が出怜 h 灰 6 げ、2•2hKビ）

71',0 k~; (i,必安に 濯り良しーこIII，， ,j:~ ! !:!l に 1}ljt~

これが ：：裳訟：1：I£,,1 }i rれ、C 、

lII ‘苅iす 和 ,1~滋なら 1四f• 1 試験ぶ I I‘・説心研究a:1 j・,|「L`他 11祁1,1;-する fょ：とでi))

る そ0)-)U拉？小rこ次ム））un < c ある c .、 ti;i A1 七年 1 •ll円、20tl.1':・

.,.,'!'. 

b} 般

“ 
('III 

｀ ` ＂＇ 
肥 ：｝，ヽ02 330 8•J f51 

.'照）［肥追肥 .ll!l 4,075 377 94 I[) 1 

許通九肥照追肥 4, 14~ 455 mo l̀l2 

杵辿 J,§肥辿肥 ：lI!) 4,l63 4り） 157 :llう

ー：俯店肥辿肥』』I 4,497 522 174 ・-）・•9ヽ 

．（行）．9；!E i且り巴：：化J 4,6 'i~ 5t}7 1 7り ~17 

3,整 地

て」：塊／rllがき地必を均ぃ

99Eの軒，i紅1L,:·:,~l~ を 1 1 （）．こil, iこ 役潤 I雌\:.h(1'俎‘•J ..µ).nI を I~\i1元肥如ヤ

し、Li箕．e允判印し ll:ヤ＇必叶咽坂ii ：りこIl,-:l it.[O 

かり'llI．．する。これが恰！乍(1召Krr3、‘‘ょt:hili11勿ゾ収穫iBii々 こる」よ合には、

i •l 位心いこ 簡＇it なる情床なth1つて 1沿種し • ll女収役';¢ f後 、 こt 1、(J) ),~I針に元肥 ・・ビ
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他し其他0).F人を充分にし松定の高1の員l．．を作る0)である。

、各地イ充分て1．塊多きIIぶ父は頂 l．深きに失すれば骰斗付前ミなり、
几．祉延

fi 2筒llrlり） t;,•: [1‘•y.J 43.7 ('III C登牙,E常）ご 22.1じm（翌芽延丸＇殊）の 2種につ c

比校IJ-

出現化序敷 45.:? 31.2 

布効 化序 数 双）．4 1 9. ( 

同 l：ル令（％） 67.3 1,::. 

1,009.5 721.5 

:{.024.0 2, 184.~ 

4. 

(A) 播-¥+ IIJI 

“述0)如<if代0)貼期は＇肛！iによつて異なる 痰I,t:0)適温
は:31..,(¥i，雄低約

1←15°(.;で、10(・で
・品約］が（：位になるよで播柑「＇ヽきでな v、 これ北＇ド球の例

セミ るに｛ば制に於

0)2叶惰稽行（よれ秋期に牧穫を見るの所以であるし漏洲にて
は四月 1浙J-T1:

}l直播往し、千虻縣の例Iがあ ぐれば三 四月t(lであ り、
北米11叫］ 、ノキ ン

fL I上く月頃てある 印1文にては各地多少0),flJ迩ある もほ、’七
一八月1-1il/炎：：

考へて記ヽV I’りT IリJ)はそ牲l}]或はじー八月頃こなつ
て居る様であるぐ

熱伯地にてはhitUIlミして叩肌）初期を品良とし、之により生付初制に
允介0)

i#.分を松杖する然らに爪nKではと少'J-'-t,!1'/4り、 1i1I辿の S
,Im,Ulhty,l:l19Inng:m 

'\U:1h t~- り） • I梵地Ji（埠1 行（よ怜fr↑ . 4ャッサ，ヽ 、後Kは水罰ミ怜ift:(J)形式ミな

て店ヽ） 、何i しも 1•I i lりJ柊 9) から 4と灼’:Iりを利 Ill し(i1 られて居る UIらさー四

}H峠種．I・-I--)-]よCを栽柏川lごしてJt後AIJ取られる 椛秤距離
931X4)'
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程度でI揺 である これに反し Pr伽 lo•1unlity V)芹地はHi虹lllIlt叡めて稀て、

’’くIn畑O)J,~l 絡 11 ：物たる か或はin 根 ln 父は店ぶむ地 l勺,fllIn程 1文に I l’． まる c そ

して多年牛栽培Iビ行つて居る

！玲間に於ける情ft財］は店某部にて!ifI究の結果）L- l •9 l 砂J.てil！息！ミ

る 躾に分枝件の研究に於て11{{fn，ペー し介・度拉にじ 八年度り）ifrf§)ti]試椒h

“'iの一部セ示 したのてある力‘．史に詳細なる，心及tr-,;式ヽしる
・1;，こする ＇尤つ昭

祁，aく し・年 I~ 1,t吋fi4‘均牧：1ileぷすと虹に記述せる如く）しlliirf．一ヽ10c, 1 • 一 9 : l

訊：灼2J.!, -)-l i斎 129c,....: -ll inl,'i!i g. ¥‘ )れも八J-j牧穫終
rミなつてJ、l；る

但本試験は地吐良ifにしてi"1押行屈き将通圃船に比し臣f,;
なる数fUII!示
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1t．｛也P．FlOl}}IIク、')}ll 収苅或は花房艮等については既に分枝件の研究に於て記

載せる］月であるc r枯fび、•他

て絃に屯複を避

比較針照も亦訊辿せ 乙庭な るを以

叙 1•を粽合号察する に ． 昭和パー し・年炭拉にし·—八年

JL Fl、 月、 一月、三J1

てゐる。

而して九II播

高く.1:[ t 1)；比較的低し、』牧穫は一91中1l)頃に始より；；n中10頃を以て一段浴
J IIこ
、ピII 

徒且

{flUl三月播悩は'A温 i：昇制に生育！開始

fし．漑に：れ一次花房出現特に丹

てなく収穫屈延i来すも の・［ある 、、

臨時技9)役達については分枝4’,t'升究 ）磁時枝狡逹しこ於て述べ．i.:ろ如く II町1l

パーヒ年＇「ぷぶ祓，こてふ秋播が径fi伯JlOj低i出こ泄辿 し` これが知達ヤ促力<r、1i
Jビ認、V)たか．じ 八年 l妥 J)叙 l •成粕もが こ i tセ裏，1:·

し

I・ 

収樅作 Fr' ＇ 
，
 
≫ピ

る。

るり）

各播積園1iり

c)) 

り i岡共に収:,tは

1創位に返’．成し `JLfl播最も良好なる1戊紐

日立の果房ルg最も名慇灼＇t牛 し、fIそれ咋果房J)成熟

ろ、そし）内2,3次に出するもの品も形；I化））並II大な るfも（・セ牛 999a

;J: 

る4ミ・

る。

．そり）花｝分の{j:生お くれ．が．丈J)

、甚
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し種皮堅く IKは珠孔0)みを通過 し多少積年容易ならさらの理111を以て、穆措

こして．微温湯を注ぎ 1

方法が講ぜられる1tも

し‘c

i香稽は昆播法によ「一 、

栽植的津ょ人中小即t(J)棟類 で異なり ．父一年如［はC年生イ1:ir.0)hn1ulに

-r ． ぷ昆間作の如阿こよ
n げ 中粒積 ］ ．75-2m~

｝，印恥 距離秋小I:

夜J次沼．以て秤皮を柔け迅迷齊ーなる積炉を促す

らが 、 新＆fなる 稽（• には爪 て こ 0)必娑 を認め な

(._ C) 播 棟 甘

-rも沢な ら

離

0)であ 。一般に小粒樟1-15

料汀屯:l-2.511..2 父は 3.5—↓nI2 X 1.5ー2III：位：：：：：

れば、 常証l而栢0)収iit沿JJII

.'). 1丙臨、ービにサ寸「るtlst,t性骨ぎ0)みでt,・

令
J．
． 故祉艮 し 範りiと

竹屯訊欠｛低にf似、＆良積 （な i!}

点、 ‘.., 1外人は諸托‘t冗 諸約＇やヤ粽合 し．［I I‘ 開l：・恥i4)<、 1ill 3)・’

一般に推漿 して居l:.

益し）LIl 播は本島＆吃風洟 '~~lり］↓必阻けて これが被，t-;:を免がれし切！｝る：：`共に

閃年，11}時tJ]到米よて最火牧：1しをあ｛卜i.r卜し條件に｝、らミ 共に、そJI'I輝 I・.より

て＇沖 秘lり］＇））花房出現述延lり］に遭遇するま で牛吋i的に最大能J)をhける＇ドが

出米．nが丈比籾lり低 くして収穫作業 1：に li印l辺伴ふし O)であ

味に於て1t人は）L）li怜セ略ほ本島一設））播f屯ぶり］な;)と 提案す るu

但そ（＇）竹lli汰こつし‘ては地）J（1,.)}|}、今が、こより ．多少J)没夏I.ffIやふ・、<.9朱に本

慈

島り）I11・ri部 こ北部 とはその1:1:Jlij J柑こ茫 ) ̀ •的に 於て 南部は炉

浪りl前に役炉：：切り］＇1：(iな』）J 炉f•18 然!U l4ilしこ令収穫をJばしむらi恥＇）．J

月 1:1リ ）りi ~ JL 「l I孔1)を’＂［と

制り］：：寒冷咋に砧すら岱め）L月木川］播 と

ーもの、如 く、北部地}fは これに反し、'

し 、 以て 翌年N I位の fl~ に確Hなる

.0) 

収穫をあ しむる1i!}策 りと信

，＇ 播

通常、猜炉「ら で

る。

f 上

]0日、低温時：こて

去

20 fl位ルe'妥 るv 尚復Jオに際
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昭和し・―八年度竹久哨托

牧

k!.( 

1 3n.9 .• 9 

168. 

2 1 6.3:{ 

•3 2!).83 

2ゆ．27

用

M l 

分を試みた。1共試屈は次））6屈で

I. ~R( 0. !1 l m ヽ x2尺0.61m)

2. 4双J.2Im)X 2氏O.Olm)

3. 3~( 0. \'l l m) X8 h! ( 0.9 l m) 

4. 4尺（1.21m) X 3h!(0.!1 Ln1) 

牧 ，．均牧

m 
'.128. 

-45.4 

240,0 

23_, 

28 1‘‘ 

｀ ~88.P 

~55.0 

240.4 

170.3 

147.4 

之を更に綿術に分枝11・々），凶礎に栽柏i|i雌
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5. 5 r~( l.52m)X~尺 (O. fl l m ) 果房成熟＇ド均日 薮 （正常技）

6. 5R(1.52m)X4R(l.2lm) 
悦

I 播積はじ{f-九月十じ日 で翌八年六JI卜flに」［切つfこ J耕種は標吃法に鴻 ら。
次 ‘‘ 名

2 3 4 ！ 5 
別

頓1印の数字々便宜 1 •試鹸厖番りI足ミして 111 ひ 、 戎禎l1: 長示すると次の如くであ

るe
第 1 次 (H) 93.73 89.25 9 4. 33 tl6.00 :15.17 f¥7.:lti 

が丈 [.¥1J査
第 2 次 (13) 140.55 1 4 1. 6 4 l 40.46 )沿．96 1aり．38 l 4 1. 

2 3 4 I 5 I 6 第・3 次 （日） 134.26 134.07 137.~0 135.96 138.78 1::17.. 

11月20日 (I"m)I 62,36 6 5.49 tio.42 57. 1 7 54.08 64.63 
'l~ 4 次 (H) 102.I~ 106.'iti I、8.73 1 1 0.0 7 11:?.88 1 1 7.5 1 

12月22日 (cm)I IGS.00 15¥'.l.92 1 62.(¥8 1-!8')S 137.67 1311.75 I r6 5 次 (H) 70.46 81.7!) 7 2. : ! 9 77.47 7i.U8 I 8fi.9ti 

1月:!OR <..rm) '..!14.18 21 1.92 223.~2 叩1}.421 187 38 103.fJ 
第 り次（日） 56.0() 5 7. 9 4 58.75 59.S7 t}3. 4 4 66. 5. 

2月'238 (em) 237.55 232.0,..( 24q.75 224.R4 20!1.33 222.08 

3月22n (('1ll) 250.8!:! 2-t6.25 2り？．4•3 243.4、I224.1>7 24:¥.43 第 7 次 （日） —| _ r I I -| 50.oo 61. 

4月21日 rc-m): l 25S.OO I 汲1.50 2t38.50 :!53.171 I 236.8:l 25-1.17 成熟 1りltiil (n：常技）

I 
5)123日 (rm): 258.45 259.58 27 0. 75 254.25 233.92 257.!12 

厖 名 2 I 3 
4 5 6 

花房出現平均 H敬 C1E'滑岐＼

＇ 
別
‘ JJ a ll II )J I I JJ II “" ---,-n u 

り I 1 I 4 l 6 I 6 I 常 1 次 1.20-2. !1 l.20-2. H 120 2.lfl 1.30-:!.l!l 1.20ー2.1!1 1.'20-2. l 

第 ‘・ ’ 次 3.11--1.30 3.11-4.30'.!.:!Iー4.203.21 -4.30 3.11-4.:W :t21ー4.2(

,~; I 次（日‘ 44.00 44.00 44.00 44 l)|) 4 4. 0 () 44.nl) I 
第 2 次 （日） l!'.l. l4 19.53 18.34 J ~.';' :., 17.~J lS.8.-1 m 3 次 4.20-5.20 4.20 6.'.?0 4.20-5.2 

筍 3 次 （日） 32.4 4 32.98 :{1.55 2P.1~ 2 ! l. 31 ~8.74 

＇ 
第 4 次 I5.10-H. fl 4.30-6. !l 5.10-5.:30 5.1.0 6. fl 4.30-6. fl l>.10-5.3 

メぅ 4 次 <H) 5S．沢 4!l.12 4fl.82 43.7.5 43.65 39.77 

第 5 次 (H) 46.75 4 8. 9 9 62.09 4り．30 5 1. 9 2 44.84 

38.01 I 
芍 6 次 6.30 -f,, !) 5.:l 

(H) 40.20 30.88 邸．44 拍．33 39.44 

第 7 次 (R) 3 1.00 21.00 符 7 次 -| し 6. !1 Ii. 9 
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26.32 

as.10 

35. 

57. 

12.3、

・.47 

次

0.091 

0.-117 

0．困

1.167 

.667 

1,583 

0.083 

0.167 

．
 

0
,
 

12,6 

10.53 

..
 
u
 

19.81 

45. 4 t7 

27.2.">0 

．．
 
3
 

34.167 

39.167 

16.63,, 

19,75 

25. 

リh
- V・

3
 

~0.75 

.. 
78．り〇

77.70 

76.1― 

... ヽ
o....

7 7.5h 

時財lりll4しや （Jビ常枝）

時期別

1) i 2() ii 
1月30

2月りn
2月J!l'1 

3月II

3月2I)H 

3) i 2 1 1 i 
3月・::ll

4月10

4月'.!OH

4月30

5月］0［i

5月20Li 
5)1 ;i() H 

6月!)l.:l 

房敷

-
4

5
 

.
J
 

3

2

リ

》

3

5

2

1

2

`
_

C

ー
1

1

5

4

(11株）I 

饂 ぶ阿 ：：房哀
ー 山

< | g, r，； 
15.11 7.11 5 

4~. 4 10.ti 4 

50.4 l 0. t I :l 

7.4 

3 9. 7 

a~.·.: 
24•3.2 

lしl.2 

9259. 7 
':',, 
．ヽ一

5•2.7 

300. 

ISZ.<i 

7.-t 

12.!l 

w.11 

'.!0.2 

5. 4 

1 3.o 

5. 

4. •I 
5.! 

4. 4 

一
ー

6 

]3 

5 

2 4 

25 

23 

5 

70 

2
 
爾枯

と’

43.9 

4~. !l 
1 fi.0 

l l. 4 

146.fi 

301.2 

40.2 

330.3 

204. 

120.'-I 

-155. 

:~ 17.\ 

(12株）

l蒻：
こ心
R. ! 

12.2 

-.o 

11.4 

3 I、l2株）

房敷 1全Jn址 1駁ぶ
---咀_j止

g < 
26.3 i.e 

70.6 10. 

:1.7 :l."i 

2~.l 22.1 

- -

3

7

1
ー
＂
ー

T
I

24.a 

~3." 

＇ ・

1:1., 
．） 

• ・ 
5 :i 

7.fl 

4.5 

l

a
n
,
.

2

0

3

2

b

3

 

l

]

3

3

7
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1 0.3 

4!l. 

361.4 

りI)( 
拿． ． ．

2りfl.

:N7.3 

1 (i 5. 

4R:!.8 

20P.~ 

1!1.:1 

16.ll 

1 !1.0 

1 r,•() 

1 5.5 

JO., 

6.2 

t).4 

:u 

…̀..76(i 

3
ル 全頂址
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2.:.! 

1q.e 
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、

り
1

↓1

ti 
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:~ I 
33 
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96 

7 

4
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~
全
l
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1
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2

4

5

5
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1

1

 

1
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3

3
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2

h

6

6
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松
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3
"
;
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2

n

一

叫

幽

3
1
1
4
1
4

5

株

房

2

1
宙

（
 

房数全!lH1t
g l 
1 5.4 

25.0 

I i~．り

ー， 

一
ー
2

6

3
↑
 

40 

4;i' 

147 
ー・ヽ
ヽ • 9 

--
2 f＇・

6.5 

4.0 
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~l.!I 
(i. t i 

li02.3 

l.?93.7 

4:-l4.I 

2t;.4 

4a.:1 
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叩）
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別牧対 （正常枝） 以 tの成績より 1株紫の牧tiを浪ぐれば次の 2表の如くである。

次月IJ;房駁 全叩払 似帽 ．房呟

費 g : n 

11 107.fl, !l.8 12 

l (11株）

2:!1 405. I q.4 24 66::l.a 

0
"
 

81 ao7. 0
、．
 

ヽ

．
 

42 437,( 

48 187.5 

6
 

55 1¥38.1 6.1 

7

3
 

．

．

 

0

9
 

7

0
 

3

5
 

7

6
 

6

E

、

“
い 6 17.1 3.4 161 47.r; 

L

、 —I 

2 (12株） 3 （l2株）

叫韮呵房敦筍直贔彗

g ~ Fil g I g 

IOi.8 ~-0 12 122.lil lv.-

3.5 

10.4 

5.6 

6.7 

3 ． 

＇ 

"

1

4

4
 

．

．

．

．

 

4

2

4

0
 

5

0

8

7‘
 

4

6

"

1

5

 

24

4

5

7
、
5

4 '• 3.0 

-I 

IP. 

33.4 

4.と

6.7 

局敷ヱハ山L ぷ．．←-4.！・ グj

” ! 
12 l 122.~ Iv.→ 

24 no5.4 25.4 

45 5P3.7 1:t2 

70 汲ぅ8.~ 6.1 

104 743.!l 7.と

46 2 l9.4 4.,-

5 ( I~株）

躙址贔嗜房攻

テ g 1 ビ ー 面―

I 
I'.! JO!).~ 9.1 11 

(12株）

町itI贔珈i
g I !,; 

IOP.31 9.0 

` 7. 4 2 

'3!1.0 I ;5.1ヽ

25.~ 6.1:i 

既 名

常

平

時

計

正

同

臨

同

合

(

‘、

¥

岱
薮
株l
tガ

常

屯
・

15.6R .. 
94.61 

0. ̀,v、

ふ

16.545 

12S.~9 t 
．． 
94 81 

.ml 

5~1. 

50

9
6
3
3

04 

9
“.3

3

..
o
 

0

9

1
 

3

2
 竺

“
2
5
0

碍

一ー

．
 

9

1
 

2

1
 

21,000 '12,083 

16~.617 l78.fJ60 
.. ,. 
ふ．21 96.42 

.•. !iJ8 6.4" 

4:7. 5
 

..

.
 

ヽ
3

4 I 5 I 6 

宏．083

;:5 
. 6., J 
． 
’’ 12.5 

28.667 

220.542 

食72

25.267 

1iB 

26.6 

t57 
4.!'117 
．． 
16.43 

31.333 

237.842 

5:33 

40.oヽ＇心

30.750 
．． 
73.36 

l 1.l li7 .. 
26.64 

41.917 

が9"250
．、
78.92 

78.867 
．． 
14.67 ~1.0 

合計 130,782 178.158 180,008 245.808 278.733 374,117 

牡（i距隙の）災‘‘lヽ'i.¥は即 1ヽ硲に比し牛有枷切0)~位： 丈が低く 、 末期になってfll各

ほ [1 i]—程度ミなる 、 父花房出現の所裳 R 敬も 2,3 次なる日が））も 0) は明らか

こ知く 、OIIち化房り）t'1：が低Iit匹から然も＇卜期 に行（よれる1i

I 
A 678.2 汲8..

5 5tl3.q 12.f> 

76 412.f> 5.5 

122 890.8 7.3 

’'| J 95. .7 1 l | 
6. 

3. 3.7 

るu

2J 

47 

．
 

[

I

 

13~ 1,217.7 

L

、
6.2 

2
 

"

5
 

．

．

 

0

1
 

3

1
 

4
 

5
5
 

而 して3次以J:U).Hit次敬の化房り）出現が多敷ごなり 、例

6 |Mi(3 1屈の約1fr薮に澄し．6次では 51:f~なつて居る 。 そして足怜出現化房

が成熱果房として 1 1 ~)J Iヒする成熱玲ミ は OJ I C1ガに良lifである。本日験では5,6梃

のみが第 7次の果IJJO)成熱を見るが1也1はiは出現するに止

る 但化房が成熱に＇妥する A散（以却て栽I,(i距雌狭いものに比し延長するは向

り．結Itt'J各次の成熟時期略ほ同一ごなるものであるv

ふ牛．果屈も介同；；火位のも 0)は、一房‘,：陀揺Ilに見て、戊い栽柏月憚の力が

なるものを t：ける。
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更に正常臨時枝 ミの比較に於て臨時枝0)救逹0)大な
ク →• 一
“),]ヽ のであるc

79 

力‘

欲然0)帥拮であ らう J

＇・條f'I：から柑離人なる程 1る

面積に牧｝｝．すれば柏付本放の駐If系 1→.

品＇女倍氏による成禎ミ符m

ミ次表の如

符i4四火ごなるも 0)てあ和 然し ＇`，t．位

i朽雌栽hii lんi (J) 牧 •:i． が人なるを示す（よ hi l

る のてあつて 、 OIl ら 」 •R験を 10a '欧 に f換”

常0.8-1．．ムkg1；［と名へて略ほ間逹ひなし‘o

尚 、 播種III t[(•は約笈採種制ゞを異にしても入なる沢異が認めら れ

そ 0)棧f•川 と してり）牛命 ）） も 2 箇年iiI.大而差文へない 1卜は りり，； せし

るu

.,, 
.'") 

る

であるJ

既 名
．．
 見 櫂 株 闊 10 ,• 牧

R

3

4

3

4
 

k

9

3

2

 

k
 

1

2

"
"

1

5
 

勺10 ]2(mの高さに達す るや 1株 2本宛を残し四き、夏に糸祁Ocmlif.

の時にl~ヽ を残し間引す る し 店某部の ＇R駒桔果に雅 る と 竹 通の枝培欣懇ては

1珠？ 本以 1：の多敷h(iは存湖の＇，ピをti:し甚だ不J戊珀であ るvgIIちll｛｛和し・年）L

flニトー日1副砂、11り積をIllひ1+t-1本仕立、2本{Lt2種を比較 したし試

成禎Iピぷ す と知）如 くである し 1 11栽 h(i伸雌は 3 ;✓ 4）｛である")

成 熟 果房数

3

3

4
 

オ 3
 

次 次 次 臨時

」表よ り｝して、月燐快きを11手llf;

-~:の 不 と、父が．丈人なる屈に牛

こして1内臨k叶 1き｛点；；，｝あり ．1i・

が如く恩杉せらる

る収穫 Kのイ手l]をi'じ

現行法‘, -lIx程

以で るv

“．、しもとよ り村［物閤0)生行の佳否により自

'勺惟1̀ffl,iり地の如きはNtI比

今 ，99了
“シ 、 るも のであるu

他t切窄地の‘代例を見る に．

2)しを採If]して居る。

とが糾l（かこ馳畔、周橡作物たる船合にはド没 一`

でおるJ爪韮こては罪作には1<4)く程度 ('2本仕立）・ilもit

るJ多年牛仕立にはこの伐りてなし ＇・・ドは勿溢てあるc

I)) 1而i位：J[

ーぷm たらしめ 1 株 3 -,1粒 ` 各/-~ 4cru iiり消lら沿こ凶床せし

上0)月哨但i如こ 、f屯 f• 巫唸により 煤なるも 、 慨□ して,,~均10 a 

し

hi'iり

所

．公主なiirと’liふ殿jll

5
 
管 理

•- .,. 
(2本合計）

k
"-

2
 
3.'i 

のにし1..

ど多からしじる勺のti.屯

期 I
別 央房

3.!l 

tt 

.33 

lE 

7. 

1 v . 

10.42 

12. l

、

．
．
 

6

4
 

_.9-

1.76 

常
h 2和 (2本令辻

叫 炉 朔

g g 
3.002.75 1.09| 
5.17 5.24 0．邸
0.67 0.70 0.34 

.33 

o.08 3.33 3.48 -| --
- - - - -
o. t 7 4.83 5.rn t.67 お．17 30.11 -
l.00 16.33 3l.!l7 - - _ _ 

i 13.33 160.67 160.17 1 

3.08, 14.33 13.14 o．如 u'i.l／ュu.Iと U.."
/) 1.,i o.750.62 - - - -

383.16 402.62 35．54.321.32428.882.91 29.43 31.11 1.76 15.41. 16.65 

敷

ノ
[

、
J
-h
 
可
一
敷n
-

-
¢
 

一り果
駁
拉

ヤ

f

.

前
l

霰釣

1.33 

C』
っ

＇

i

、

[
ヽ

7
'.. ．
 

A
B
.
1
.
6
 

3

5

9

1

 

J.: 
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4
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:

7

 

7
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ヽ
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1
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次が1 牧 :.;: （正常技）

次 別 2 3 
i 
4 5 l 6 

[ 「＂］｝）｝ 敷
l.oo 2.00 3.92 i.00 10.42 5.5, 

敷 8．簡 49.42 56.50 111.2う 136.76 30.42 

］本村i 董 8~69 58g .44 7点37 I 14g .22 126g ．簡 汲g．22 

93営I-Ji裏 8.83 24.71 u．鈷 16.89 13.13 5.45 

8:ti9 29g .22 l !lg .60 ぱ32 ふ “ ,J）ti術量

果房敷 2.00 3.76 ti 08 10.83 12.66 4.75 

面 散 13．り2 48.92 6~.00 14:l.oO 13a.75 23,2Jぅ

2(p2「本)本栢合 前 址 Jak .04 5!lg .2? 6J“ .90 147q .23 129g .04 18腐L’

l房沿釧敗 d.960 13.045 95.39 ]3．お〇 l 0.fill4 -1.8!'!4 

ビ
15g .510 JOg .ISO ISg .594 10g .192 晶21切叡 鴎 l 6.520 

も：：ょり ti紗）肥1仔に より居 Iと）＇しにし．現行椛浮法Ir1Hiが地にそ0)よ、 應

川するが如き は （保 りに fll Hi 、こ す ぐ る•Ji ミなる e ウ‘

2本）り予 3本U:t：：：なし、より杵；Hiの形leごるぺきである。

箆版は一般に餘り1,.fi胆と必要ミ しない,t,(i物で、P侑fiりり1に伴ひ除が心追）I巴セ

廂し、栢1時に 1,211.'.l中耕．培・f・.してWi物閲／£屹1,,1ならしめf艮の仲及をf印良f

しめ る様にすが か くて中ff月iiる迪やかでれらに地表面

を止むる

然幣の多年1栽培，こ於 口がldiの切め、より3走I£h桓す’l'が打利な りミされ、

｀四mlerによれば邸 さ約 ］ー1.59l)に造せる時？）91定セ設も佳ごし、力‘

叩JI視敷大 となり、熊慮f用に比 し牧穫多 I.,,ご云ふC,はJJ法は特に

印度ざfに好適すべき＆．、屯門にて

姻てある』久 nuc』lueI.0)多数品棟，こついての試

こ於て屯一年[l

る）J法を推咬して居る。か 、るl和li法の点渇に於ける逸否は日ド研究中で

るが、漑占して新梢法によるを打利且安全なりと信ぜらる、もので

81 

熱内に於ては介占抹を黒剪屯のよ、多年牛．ミする場合があ る。農業部に於

よか 、る黒杓＇とを占抹に正常の肥料を胞 しその牧賢を見たるに、決株te米

0)多 く、n．第二年Hの収htは減少／e*したu';l績き日下第三年日以校の成

9....々追求中であるが、今その一

考慮に入れて）』らむ、、 品f91左久間柱、昭和パ年）L月tliHI’.,"・・

詞までを第一年、じ 年）L ） l ょり 1•;八年ヒ月ま て 々第二年 11 ごす る ff 1111 

出来る だけ1司ーに帷行した』(Jくボ敷9120株計）

時翔g1

C

l
 

3

4

 

． It 

月

月

n

I

H

月

富｀
贔

．．
 

一 年 H ー、年 H 牧 f:.1.

127 

173 

j., 

714 

邸3

4
 
8
 

9

9
 

l

l

 

2,14l 

4,743 3,627 

213,4.、

U)ら役1)収 社第一年11の牧 hiが 第

考慮しこ

l 63,2 l5 

＾て居る 第二り•I Iう：こ11ヽ

であらう c

“l：地の利InI尤 しく はt反良伯選愕0)日（l)からo‘ii厨によらす移FLFL

）るが、駿瞼結果は、移Hi出は牛．ff遅延 し1戊禎明らかに不良てある

炉後約1()H以内の「，！削の ものにては、充分灌IKし

1箇月h'iしこfりて は到氏問題にならな．J

6,作付順位

‘"言9!rにては、肥沃ヒ・を利l11し父はり笹肥セ充分行ひ3年）り-f6年の上11ヽ Z
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年生栽培をなす屯もある 。 然 し hil 辿の 如 く •t地の消耗可成 り大なるを以て一

般に作付順位を充介考慮する必要があるし一年11ヴ）形式をあぐれば．翰作ヤ

により｝¢々浴花4:Jt•他窃科柏物 ：：： 怜栽をなす出合あ り ． 父一年4;『り作物gIL

叫物ミして栽培ヤ見る俎最も多く ｀或（よ父Il．トミして迅迷なるttfiミ村大な

謬を利111して袖盗作物たらしわる出合あり、尚班鴎除の，な味を以て叫I.

心 ・r！の1,tl緑作物たる出合しあ る。 例へば印度にては l：ミしてiU作で、fii、 1;

Y叫条 r1しは野岱項を Ill ひ 、本邦 T虻縣にて栽hli行はれしtJ'i はそボ lt1 J訊• 他のJ刈絲地

を利IIIし時に陸桁、 E蜀黍咋の•it1栽行はれ ｀ i~洲にては現介多く脱舷作物ミ

なつてゐる J爪畦にては幻11qaulity産出地Jiは11,r-を利川 し、陪附、

ッ サ，、J)後作に｀1,til訊 · され 、 ~l:vlura 地 li及匹rol<,ln quality沌北地方で(t乞

詞 ：仕すをなす出あり ．L：ImIIng;111(lIIulity配I：地｝jては水仔1i炭作に t沼蜀条、

ャッサバで；の間f応して作らがこの外枝菜類：：：ーの間11現を見る＇ド）成ん てd)

る 父Iキシコの例を県 ぐれは't：：● ：：：して 1濁黍の間品ii：ミなつて居る v

シコにては 『蜀黍ミのiui1が行はれて居るu
屯i~に 於ては滉井氏は珈琲耕作の間作物ごして惟奨し、安倍氏によれば廿

品位、香IK柑 ：？t）'i守の；比栽はh(・ましくないが、綸i1：ごして如訊．廿

"バミh［都合に配栽 し1！厄るミして｝＇媛。 必[t1'1J北部le)邸，をミせる11;一例Iピ91・；せ

ば次の如くである。

1. 如砂（二、三J1播樟、 し^．八）］牧穫・・・箆繭（八．九月播稚翌年h..,ヽ；月

碍 ） ••• Ù;t ,．；、じJl挿記・7-ll碩 ）・・・｛デ出（二．芝n叩 ）

2. 屈盆（三月播棟、八月牧穫）・・・箆減、（八、九月播往．mi.、パ｝1牧没）・・・

II保、（パ、し＾月輝i.1？一月収穫…｛累｝（二、三月播種）

近砕、本島に於（↓ ら水桁代f1I問題0)提叱さるヽに？＇ぶ り、箆版の水[Iliii図

ぶり）一部に/JII・ヽ られんとし［居ら ”か、るぶ合に四しては．水印第二制i1の

開作を九n-k）咋 I9 月中に行か ？年し2 fiょで栽h(iを終り 、以て第一期作lk

桁0){ti1:Iピ1iふ旺Ir．の可能性をイiするものである。
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X 1. 牧 穫

分技拉に果房行牛の特性はHil進0)如く、従つて果房成熟の時期も階段(y.)に

yしなり 、収穫虹［全期間設Iピ］に分けて行はねばならない。これがため収穫Rの

. I・.に多少の紅ll々 f1：ふものてある 牧役の開始1Ulば品往ttfi條件で｝＇（なそ

し 1 こ小粒ff.は 1.r'-熱で播什後 4-•9 箇／ ） より ． 火粒 ：よ晩栴て 5-7 箇n t]煩か

・ノ始まるッ

rf1iして 1果房り）t：牛禎果は令部一時にi前つて）戊熟を見す．時期に ふりJ,.d)

火略I戊熱開始より 全数の完了 まて約 10 14日々娑する3 果房の悩採l

こO)i,月果全数の成熟々伐たすして行ふべきで．然らされば乾燥により；が吃裂

開し種（·の（」然撒イIiを外（たし収;,t l,e~する結果ミなるからであり殊に切．

房団：種 ここり）裂r,i:1性導i甘り）もの多 く｝ii失李が人である"'if,X・O) I左ク、間往に
於ける＇村敲結果によれば ．1果房り）I勺約半数0)拉果成熱を以て1必i菜西IV}ミf

るセ中熟．

・放l戊熱せるな令熱ミ命名」・^iri定し．I’以人間稲，こつきそ0)牧殿ft（の品ri'ピ

然 中 熟 全 汎．．． 

艮 (mm I 13.57 1 3.08 13.03 

品 mm) 9.22 8.72 8.9 1 

l'l- mm) 6.72 6.58 6.ti4 

r'i粒容は(CC)I 46 42 4 

33.97 36.03 3U• 

仁の歩合（％） 71.M 74.84 7ti.ぅ

i f水分（％ノ tt.18 5.83 6."出

：．i杞りもの勝るかのin＜兄入るけれ

=、J、‘代屯は全1k])もの品も 優れ、且仁の歩合OIJら允虻度も明ら加： I-

る っ これを以て理ふ卜全蒟果の 1戊熱ムど伐つをi9策とするtJ)でめるが、 絞 1 • f]
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然撒布の間係 I済唸内に近き中然期々摘採制：：なすものであるっ

摘採刀h法は果房のま、鋏 みミるか、或は蒟果を果防梗より饒脱せしti)

る 次に―ー れを堆精 し、約28位「会乾し以て後熱をはかり ．それより日
乾せ

位の村 と な して P.rk 代11！ す る づ こ の際咋 r.1 .i にあてる＇ドは週けt•

じ れば ＇・ ‘け な い。かく て乾燥中薙は 内然裂開 し樟 ー(•I.r: 1糾散する し 填ん遠町

戊ふ •Ij あるを以て 1戸約 1 m 0)り佼以て「出み逸散を防＜払合がある。次い

で未裂開fJ)よ 棧ヽ憎tるものは更に丸tドにて粍く .fJ 1111する力‘或：は4£板で
限椋

揉情すれな＇容 品に裂開すへくこ れを！）憚 、師の類で新設と柑ー(Ig分離調
製し

貯祓する一叫｛により裂I用に難易あ り、其困難ならは特別の脱設器を川
ふ

1tが））ふ、 ｛砂、間権0)如きは比校的困帷なるものに凸 し濶均川？を多くRすも

0)てあらが然しか 、る積類は［f叫拍0)散逸少‘d‘和1型iを11：ふo1Mして樽脱せる而i

投は燃料時に牡II巳雄肥IIIとして利1「Iせられるc

f.',j脱牧器J)fff.M：：しては次の如きも O)があ り、こり）内の或るも 0)は前殻り

入なりす． ・部柑皮／ビも蔽ff除1；す るv

l. 獨乙．ビッテルフエルド M．ヽlartin脱殻器製泊所J製(¥勅 1酢間12

-1が）k

2． 囚乙．ハルプルク事・ウiJしヘルムスプル ク’1,([[ar1 ur匹 I卜jseI‘9-lIndl
h o 

11z1>werke,¥.い合りi製 （JPi:ntl2()(),4

因乙、イ(IfK N¥V2l,'l9.T. I la;•K(‘ 

- .99サl．クレ）しモント ・Jエーン ドグ`．＼． 

．
 

・ヽ l'ilter rffJ店製

MV．牧 量

'fti位惰l積常収サは種類・ 9UK. -1•A1:` 

lier商店j製

·•惰· Ji法呼諸條件 に ')て沢なるc

は 1,01)()―1，功0kgを以て優良成禎：： 入なして可なり：：広ふJ介ぶ地方の例Iど

<J99よ次の如くであるし
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芙領印度マ ドラス地方

英領印度の其他の地方

同f-<cml~ r指滴白人粍埜

佛領印度女那

爪畦

北米合袋

混作240kg,h"乍800-900kg

1,000-3,000k 

こ：年「1 1 ,050—1 ,400k

中fJf七1, 1 00ー ） ，~OOh

’ラジル

メキ シ

スベ イソ

伊太＃j

ルゼ リ

ー1.700k!(

1,500-2,000kt( 

第一年II 800k~ 第二年 11 1 ,700k~

るものについて平均2,vvv-

，-!()0ki; "£示して居る。勿溢稽傾に より 相迩があり ．昭和；ペーヒ年．ヒー
八年

こ瓦る＇杖瞼’1-.:均を示せば次の如くであるし

爪畦種 1,874.8k~ 1jI ぶ種 2,010.H k ~ 滴洲if堂イj剌柾 J,937.6k£(

印度 種 l,867.6k£( 野生小社柚 1,477.lk!! 佐久問 種 2 456.0kg 

Xv.病害

lIt界ぷ於て知られた~恥·.r.をあ<.· れ ば ． 伊太利にて村に 反阻｝多 杯iの年に

FlLゞ1r11uuRicini菌bW靱心し．デリ 地方 にて は煙がを伐す l'hylophthoぃ

:Nicotia1111• • de 11:¥.'¥n.の被劣あ り．印度プサ地Jiでは（．＇orr"sporf

し．北米南部地）jにてトマト ．馬鈴柑・々佼

ulith 0) nじ械があるe )t他共通 1、Iりの も 0) ミして銹lふ~ ~J clampsora Hicini (Riv.) 

• 島は氣候（Iり條件により 種煩少しミせ十 ． この慈味、こ於て箆麻栽培好筵地

ミして決して央観出米な v‘) li狐敗恥炭虹恥．銘r:z1内は本島に於ては1.}に注
心 7 ：：き ものてある。
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1． 困核村（SclerotiniaI、ih!'Tli11naFuck.) 

、ー仔李幼 '1'1梢物の依莞によ く猜牛する が 、札l',i:~成長せるも のでは被’占柘で

）る。故に秋播植物には登牛半 が少いe 禎牛株はこれを焼却し．3斗式ホル

ドー液にて防除し、父根際に木灰牛五灰む附（tiする v

2．紺／対 (Phyl(9phthorapnra、itiじ・し nnt.)

卯紅廿多き時tミして名洩どを伐t,.,.I：地り）排｝｝＜セよくし3・I--式ボルドー

撒hi防除するJ

3. 銹村 （． !ヽelm叩 soraRiciui(Ri¥,) I)；いs)

JllUI獲牛．I-iii述の如く llt界共通的であ るが人なる被，riはない、防除はi'.lilft;・ 

lri1様である。

4. ¥'r.Hi4ら （I知 lC'rlU Illの1aIIa心 IIUnJSmilh) 

反削獲叫殊に幼浪物怜をf必ひ多雨時又は排lk不良地にて虻堆／£ほす。罹

灰を撒布す るc

腐i枚的 (I畑 r_¥tis ri, erra Pers. J 

晩qクA削，ここり）狙牛が行しし｀J果房 1こi.i：牛し牧漢セ改l拓しきは枝條を

似死せしむる に至 る9)で唖）Jこれを防除するを＇妥する し多窄ぷ悔ln杵濯改

、ので、像防法は品等の、＇恐條件を

避け栽Hi削に注．なし且期の種代が避ける

ーを撒｛liするを1Eごする。

:L・式ポルド

6. 斑窃内 （知co~! ori11n ricin叫岱cr.etlたrl.)泊g.)

、・が屈i氏によれば本邦内地にも獲牛

/e見るものである。

7. 炭疸J,i,(G lse<>spori u 111 <lens i u→ul11u1 Bublik et Frt1g'(,1r (Colletotricbum t) 

及枝に登牛し被北部は暗色セ只し初め黙色紐］砧の面堆を密布し次で

色の服fセ生するに至るt1付斑は然部セ包園 し枯死する。

中南部に於ては一年々通じて

るものである。

被害株は抜収り燒却又は3斗式ポルドー液の撒伍は効果が大であるッ

が持に高温傾伐期に多 くJ:Iゞ 被^害セ兄
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肥料の過名又は肥沃地の駿培には粒に施肥に注慈するを要する。

樟(•によりて も 14播する故優良なる積（を選ぴ、積 T• ifi（名をなすこ：：：が肝

要てある。

． 故腐訥 <Fuqnri11111 sp.) 

多く恨及恨際に知I:し迷凋し次いで払死するに干る J稀に枝に登4するボ

）り。高iii.多滋削に多い防除法は面核和こ準する

9． この外白Hi1内の舒i：を見る 如くであるが確行でないし

（i！本邦1勺地にては、I!ii氏によれば銹1内．斑閉1内の外に細蔽性瓜田i1内(I凶t-

rium IticiIli Y呻iiヽ tTakimotu)茫払f,i,( ~Lacrosp,ir i u,n Hi<'i11i)・恥hii)0) 

記椒がある。

¥ Vl．悲 害

坦害ミしては、1：廂地侭領1叩l度にては占くより多散知 られがり）種傾I.1多いe

, IIt昇名地方の知れたるものを吼けれは人略次述の如くでJる。

英俯印度にては夜蛾科の 、＼rltaeajnnata L. (iツポシアシプト ）が多 敬積牛

て店柏物0) 英枝々食、tするミ云ふぷ印阜（•科に出する Eml)0as<'a not ata Mel. 

叫也蛾科にJ凸する l'eriralliar il' i n i ドab. もり沼~ ＜．殊に後行は全日1度に分布

る見．豆して虹町1に伍する Corythu1ap釦．q,iiの咬 I心する·J~あ り ． 同じ

る Proo.eni.1litura Fnlヽ．

ハスモンヨトウ ）、小在科の Xylel,oruヽ formicr.tu'lEi('hl‘. (fピムネマルコシ

ンクヒ）．粉贔科J)AlcurO<ll's riciri M isra, 燈蛾科の I)i心9• isi ‘L obliqua＼ヽ1k.(ウ

ススチモンヒトリ） 等の IJ!l', f,を見 る ， セ イ ロンに於ては ． 茶 ． 珈q• • 伽l f•Hi ;

吋iミ共通，E臨なる品蛾科IJ)一種 、會 <1tul opl 1t1~ p叫i呻 Wlk.(コシロモン ド

カ）か廣く 分(liす：：止ひ、爪畦，こては必：：共通の金仕贔科に出する Plyttru 

d i lll(3(US,Jぼ． （ ハム シの 一種）が蒟果及果房軸な佼すJ 鮫蛾科の I)i((9chr（~i

run心irl'ali'i(lufln.（モモノノイガ）．其他店葉を食＇，ビす るi杵蠅科のMelanぼmmY工し
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ricini及計1進のチ ピムネマ ）レ コシンクヒで：が知られて居る。 プラジルにては．

蒟果l,e鉗t：する小猛科の Stephanoderesserialu~ Eichh.,ア）・・ゼリアにて新芽若

虻をi訊する奴蛾科の Phycitadiaphan:1 St.~．の幼品． シシリ ーにては食虻の

夜蛾科り） GramIIl()(I臼（（mmetri('aR四i'1;;が知られlt4也アフリカにては棉．珈珪

を侵す剌蛾科の I)mros、1,・h・idaWik.同ウガング地方では． 下蜀黍特に其穂に

つく姫虻倦蛾の 、＼四yrop]l)releucotrcta l¥f Pyrick,及材蛾科の Arctornispr11(]U('t 

Wik.~の イt在がある 。

巳業部應 In動物科謁査の本恥臣麻•E品と して知られたものは次の hn < 

り｀紋 I9．の内の二．三をも含んでl.tlるJ

1． ハスモ ンヨトウ(l'ru<lenialitura Fahri('ius) 

2. コシロモンドクカ・（ oゞtoliphus pos ticu~ ¥¥'alker) 

3. クイワンキドクガ(Porth,si:1taiwana Shiraki) 

4． オ＊ iノガ(('Janiavarie~a ta Snellen var formosjcola Htranrl) 

シクアラ イラ ガ(Paras1L-onsocia W:1lker) 

G. i:ツボシ7シプ ト(AcIi net a janat.a Li nnae11s) 

7. キソオピアシプト (Ophius:,arclotac-11.i霧 Goenee)

8. クロテンイラガ(Th⑭easinensis "'alker) 

9. アラカレハ(Trabala,ishuusr,efebure) 

10. グ ンショヵノ ムシ(Oalpaclasmarn~d ina ・walker) -’ 

11. キシモフ リカ ノム ン(Erthf''linafu)lo Thunberg) 

12. ウスバヒ ノヨコ ハヒ（コiドリヨコバヒ )(('hl{lritaform⑭ana J油lli)

13. クイワ ンワ クiガ（Hlatl11nopodatheori<i Meyrick) 

H. コカク モ ンハマキ(Adoxophye1:1privat11na Walker) 

15. モモノ ．、イカ(nicochrocrispunctifじrali11Guenee) 

16. コーヒーゴマ フぷクト ウ(Zeu7.eracom~ae Nietner) 

17. モモ ドク ガ(P如 11lt1Clurad瀾ychiroidesStrnnrl) 

以上の内最も被＇E）くな りミ思はる、は1,2, :1, 4の四者である。 その経過、

”性、食岳等については安倍氏の存に詳迷してあるので重桟を避けるが、 い
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づれも殆ミ・年中イf在し．Ii女凶すれば被t甚人ミなるのみなら-t2,3の如きは

其剌モ布毒にして人開の皮膚々占しfflf.枚穫P．手に憤まさる、事人なるを以

て．兄常り次第捕殺又は被t部焼即法を採るか父は除贔伯叩Il石鹸合州．魚

頑液、砒陪鉛孜守の梵伸I駆除怯を採る必要がある J殊に全潤に於て九｝」桟hli

の も0)は ,--,-一月頃位に四ー が）］頃就んにこれらしt品が登4：．するので．猜

牛切期に駈除像防すれば被宜頗る耗微てすよし1!} る 。 此外イラカ•(J) 類はj;(i物

閣の被、E5して大でないが人間に隣れ屯痛を感ぜしめるので注意を要するc

尚屁品ならさるも'fctrru1ycbust elarius (ヒマ ノア カダニ） も多少Jnl'、t：する1£'以

て附記してお、 。

X¥1．牧支 nt算

諸積條件により異なるも ．昭和ヒ年八月現在のt占勢を基碍とし必閉にh、
る鹿麻f乍lf'賞牧支it}1の一例を示すご次の如く である。

1. 女出之部

I 
種 H I敷 拙 「il 伯 金 訊

円

種 f→ （精濯）I 30斤
0o.．o鈷s I 2．鉛

肥 料｛過閃燐釈糞石屈灰
21，,函soo印は~ 貫
叫1.計60 

30．お

整 地 牛付男10人1 15.0 

．肥潅用畔立 男20人 0.001 12.00 

播 種 男10人 0.601 6. 

追 肥 !)JJ 5人 0.60 !l.00 

除紅 中耕均土間引 男 0人 0.60 RO. 

約贔害駈餘 男10人 0.oo 6.oo 

牧 襲 男30人 0.60 

閾 製 女80人
o.~I 

地 代

具 損 料 -1 
It —l ―l 219.65 
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2. 牧入之部

種 目 敷 量 箪 m I金 額

円

| 
111 

種 官 20石 13.00 260.00 

穀 3.00 

計 263.00 

x.-.: •j I純益43..?5Uにな（）．更に支出の部の内努錢112此は后塚に於ける＇杖

際 l夕．の自亥勢力によるミすれば、計155!i眼35錢の利往ミなるわけである。

X~I．採 油

叩8の如く 王産地に於ける原料樟 （•は直1 度 、 プラジルを除いては大部分 と

(J)ま 、促佛r‘由 に米國守：の先進工棠國に桧送され初めて製illlしこ供せられるC'

行しこれが4錢地近くにて採iIl1行はれ1りるならば奮注貨の低 1‘.、品質劣tiiの、

防避或は粕の利In守の経沖的見地から利する慮大なり：：：ムふべきである。従

つて栽培将及を汁る時は1)iけ也製祉1をも併せて考胞．する＇ドが址非望ましし‘し

採i[JIは規校の人小．ll]逢如イ11]等によ り自ら)1法に相泣があるが、慨言 し

他の採iIIll)バ料のそれ ミ杵 しく 煤つたものではない、』

品も簡i料にして異例ならは印度浚でf・.

柑fを像力や 、戒熱 し、之を破砕しIKを以訊111£煮出せしめ次いで表l面に邪

ぷ祉Ii?掬ひ：：：る序lllikなる力法であるが、姫Ili以外には咄通使川し1]なし、もの

であ るc

項料は深斐IIl以外にはf屯子そのま、 を供するっ

一般採iIIIの り法には没出法 と歴搾法とがあるが・箆麻に於ては殆ミ後者

彫悴法に依る：：：J.をつて即ヽ n 先づ顧序：：して脱搾法に於ける作業の前後の大

略過程を羅列すれば次0)如 くてある

1． 種f•O)粘選

． 脱柱皮（習薬用J)拉合に限る）

2. 種fの人小の選別

4. 糾I砕
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＆ 黙搾（第一岡冷熟、第二同溢黙） 6. 残沖の脱脂（没IH法による）

7. i旧の精製

而して以上搾illl作業の本開は匝搾拉に揮騎性有讚浴1'Iによる脱脂にあるミ

丘ひ得る。

閉搾は通常21日行はれ 。第一岡は時にfllliX粍梵にて品切から温歴する事あ

るも多くは冷応こ ikりこれに より大略30-36％の油を得らるe 次いで之を

1t仄ぴ細砕し溢熱を加へて第二l叫布皿IIち溢歴を行ふe 温咬搾油は品質中位約

ー12劣を1!}らる。第三Iじll柄搾は極めて秘で行つても温恥ぶよりも次迪O)fln, 

没出法による事が多い。か くして得たる残滓は尚少枯の油を含むを以て之セ

利用し、且粕の制料又は肥料供用の目的から、二硫ft炭ゑ．四唖化炭汝又は

アルコー ル守；iこよつて没出法を施す場合がある。殊にエチー）レア ）レコ ールで

品近にてはメチール：：：・エチー ルアル コールを半牡づ 、合はせた溶媒J.t'以て抽

出する のを最も 1にする ミさ れるに到つfこ し， 斯る沼~I没出油は主さ して蠅取

紙川等の殺品駆除i.:.lnひられるのが杵通である。

近代1,l/9)設Nl,l,e打するエ出では枯製作業の泌過装卯こ没出法l.eftは しむるも

がある。

最伍良illiは冷 l~によるもので · 腎槃 111 油は通常種皮セ除 K し （時としてそ

まL供用）冷歴してi.1しものであるo 尚品質ばかりでな＜ i糾墾する とリ チン］r

，＇少 油に搾出するからである。

搾器ミしては小規校の出合は手動による螺線式）枢搾器・大規校の出合に

水咽によるも 0)ミに人間分つ・ドが出来るu 諸種類あるも 、一例々あぐれ'L・

こしては、国逸· ウ イ ツトリヒ • ‘‘Mermm & KIl6tgen --

揚’製0)ものがある，これは勿溢酉麻以外のものにも應川出米る。男子 1

セ以て第一二州咽共に15分間位宛にて許まし得るミ云ふ

後杓こ渇するも ので 1時間約60-100kgを虞分するものに関逸伯林． ＂Fr・

II叫ake工場’製がある。この外更に大規模のものに同じく国逸 Krupp令社

製．及これを模沿せる H旺 keI.溢製のもの等がある
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次に窟廠の特性ミして含有する張L'.I質拉に陪索0)馴1系J-．、絞J:の利製油を

その ま、欣沼すれば甚しく急速に品竹の劣悪化を米すを以て精製する必要が

あるし先づhrl然温度別により油の品質が異ならを以て之を分類するo而して

之に水々カIIへ煮沸 し．煮沸によつて分離する所謂不純物が．表面にi'P-出する

魏て除いする。煮沸は綿ての蚕自質的郎l//t離ーし曲し、油のi，貯わなる迄

績ける。次に油をくみ取 り紺含hする水分桑発0)岱に1-2日間i曼い容器に入

れて放凶 したるものを以て所要牛成祉lミなすのである。＇丘際工場にてはこれ

に濾洒．印I等の 「．程を更に加へるも のであら（孜ヒ採袖過程J沖 J)ニ ：：不明

黙に拙 し憩苔府中央研究所fl.I凡1技師よ り御助言を紺た事を附記 j‘る。）

本邦に於ける蕗滅製ilh l ―・出は ~1i 1 ~· 1J) 如 く 1食して 大阪f(.f附近 に イt(f． し ． し

かも他illl製造I,が蒙ぬるものであるし昭和し・年度¢'fi-T．省調査1：によれば、主な

一Jの約12T→掛 とヽ数へ1!}るカヽ就忙じ娑なるもの をあ ぐれば次の如く であ

る

人阪市迷似北炭川町四 ／―: 占川製油合」足合nt

人阪市此花悦安井町二八 証沖製袖株式内nit

大阪府南河内郡柏身（町Tli村番外柏匝製油株式白而

t貨iHWi神奈川匝牛ri町ー I 町村製illI株式合元tT．屯
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